
「令和７年度当初予算への要望（地域要望）」に対する回答（豊田市議会自民クラブ議員団）

通番 種別

地
区
No
.

要望事項 具体的内容 要望事項に対する対応
主な計画事業

（令和７年度当初予算）
その他参考事項

113 崇化館 挙
母
地
区
1

豊田市駅東口及び西口
拠点施設の整備

豊田市駅周辺は、様々な集客施設が有
り、多くの人達の笑顔や楽しい会話が聞
こえる。賑わいや魅力的な空間が広がる
広場を含む駅東口整備は集客力、滞在時
間や癒しのオアシス空間としての意義が
有り、イベント、祭り等、多様な活用が
生まれる事が期待される。加えて、西口
でのバスターミナルやペデストリアン
デッキ等の再整備の工夫により、豊田市
の独自性を生かした新たな、都市空間の
創出を行い、現在進行中の整備におけ
る、歩行者動線はフェンスで囲まれ通
勤、通学や利用する人たち、特にイベン
ト時の歩行者の安全管理を徹底し、また
景観や明るい雰囲気づくりを要望する。

・豊田市駅周辺については、日常的ににぎわうウォーカブルな公共空間の創出や安全・安心な歩行者
動線の確保に向け、都市施設の機能・規模の最適化を図るとともに、整備内容を丁寧に説明し、市民
の合意形成を図りながら、公共空間の整備を進めていく。
・工事期間中は、通行量や人の動き等に合わせて工事用フェンスや仮設照明灯を設置し、必要に応じ
て警備員を配置するなど、安全・安心な歩行空間を確保するために柔軟に対応していく。また、工事
用フェンスにアート作品の掲示等の公民連携の取組や周辺施設等の情報の掲示などによって、まちな
かのにぎわいに寄与する環境づくりを行っていく。
（都市整備部　都市整備課）

・豊田市駅西口施設整備費
（２，７０７百万円）
・豊田市駅東口駅前広場整備費
（２１２百万円）

114 崇化館 挙
母
地
区
2

名鉄豊田市駅舎の改修
整備

豊田市駅舎は１９８６年に開設され、朝
夕時の混雑は大変厳しく、特に各種イベ
ント、祭りやスポーツ開催時は階段等に
乗降客が溢れ、大変危険な現在である
為、北改札口の新設等人の流れの安全円
滑化の促進、また清潔な大きいトイレの
整備、２０２６年アジア競技大会、２０
２７年リニア中央新幹線の開業を見据
え、駅利用者、来訪者等、利便性向上及
び４２万人都市の玄関口としての顔に相
応する駅舎改修整備を要望する。

・名鉄豊田市駅の駅舎整備については、安全性・利便性の向上を図り、快適に利用できる駅施設とし
ていくため、令和６年度に締結した鉄道事業者との基本協定に基づき、引き続き協議調整と北改札設
置、耐震化等の工事を進めていく。
（都市整備部　都市整備課、交通政策課）

・豊田市駅整備費（４６５百万
円）
・鉄道駅耐震補強事業補助金
（２４百万円）

115 崇化館 挙
母
地
区
3

中心市街地活気ある事
業所対策

アフターコロナでの、来訪者や消費者が
徐々に回復しているが、新たに物価高騰
や消費者の行動変容・働き方改革など、
事業者は厳しい時代を乗り越えて健全な
経営努力をしている。個店の体力は回復
しておらず、引き続き今後、好循環につ
なげる更なる取り組みを実施し、また、
高齢化・後継者不足と重なり、空き店舗
増加の懸念が有り、現在再整備の中、景
観・衛生・治安低下など誘発を是正する
意味でも更なる商業活性化プランなどの
活用を要望する。

・令和７年３月策定予定の商業活性化プラン２０２５－２０２９に基づき、取組を進めていく。
・個店を含めた事業者及び中小企業等の新事業展開へのチャレンジを促進すべく、事業拡大、事業転
換、業務効率化の取組に対する支援を拡充していく。
（産業部　商業観光課）

・中小企業の経営力高度化を図り、持続的な事業活動を促進するため、人材育成、人材確保、販路開
拓、事業承継・Ｍ＆Ａ等に係る経費の一部を補助していく。
・事業承継を支援するため、商工会議所、豊田信用金庫との連携による「とよた事業承継プラット
フォーム」により、セミナーを開催するとともに、無料相談にも対応していく。
（産業部　産業労働課）

・商業パワーアップ支援補助金
（２５百万円）
・人材活躍支援補助金（２３百
万円）
・経営力強化支援補助金（１２
百万円）
・人材マッチング支援費（２８
百万円）
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116 崇化館 挙
母
地
区
4

駅前総合観光拠点施設
の新設

これからの観光交流事業は多くの産業に
波及効果や雇用効果等を創出する産業で
ある。本市の観光資源は誇るべく極めて
豊富であり、観光振興を通じ地域経済の
活性化に寄与する。観光地・土産・イベ
ント宿泊所斡旋・飲食店情報等を考慮す
ると、現ウエルカムセンターn６では手
狭であり、情報発信の限界等考えられ、
新に豊田市駅前での魅力創出で観光地域
や営業店当に貢献できるシステムの総合
観光案内所の設置を要望する。

・まちなか情報に加え、観光情報の発信・案内を行うウェルカムセンター「コンテナーエヌロク（Ｔ
ＨＥ　ＣＯＮＴＡＩＮＥＲ　ｎ６）」では、デジタルサイネージを設置して、「旅ナカ」となる来訪
者に向けた案内機能の強化を図っている。
・また、これから訪れる「旅マエ」の者に対しては、ツーリズムとよたと連携し、ＳＮＳやホーム
ページにおいてタイムリーかつ充実した情報発信に努めていく。
・豊田市駅東口広場の再整備に併せて、豊田市駅前での情報発信・案内機能のあり方を検討してい
く。
（産業部　商業観光課）

・来訪者受入環境推進費（２百
万円）
・ウェルカムセンター費（１百
万円）

117 崇化館 挙
母
地
区
5

災害時での被害者及び
帰宅困難者緊急避難対
応

近年、気象異常や温暖化などでの大雨災
害の懸念が高くなり、中心市街地は全て
冠水の恐れがある。各自治区や地域部会
ではマイタイムラインなどを勉強し、避
難訓練も行っている。また、一時避難場
所を考慮する場合、被害者及び帰宅困難
者等をどの様に避難するかは行政・立体
駐車場・商業施設・コミュニティ始め自
治区や商店街等の協定での救済が必至で
あり、災害に強く対応出来る組織連携を
構築して、必要な整備や備蓄など対応を
要望する。

・住民の避難行動が適切に行われるよう、出前講座において、防災における基礎知識などを学習する
「防災セミナー」や、時系列に沿って取るべき行動を把握して、避難行動につなげるための「マイ・
タイムラインの作成支援」を継続して実施していく。
・中心市街地における、帰宅困難者の避難対応として、商業施設等が参画する「豊田市駅・新豊田駅
周辺の帰宅困難者対策推進協議会」により、組織連携の構築を図るとともに、公共施設や商業施設の
上層階への避難の運用について検討を進めていく。
・備蓄については、「被害者」と「帰宅困難者」それぞれ分けて確保しており、食料や生活必需品の
ほか、災害時における応急活動等を円滑に行うために必要な資機材等を、災害用備蓄物資等配備計画
に基づき備蓄している。今後も国県の動向や時代のニーズを注視して、適宜、計画の見直しを行いな
がら、継続して備蓄を行う。
（地域振興部　防災対策課）

・防災啓発費（１０百万円）
・防災計画費／帰宅困難者対策
費（１百万円）
・緊急生活物資備蓄対策費／帰
宅困難者対策費（４百万円）

118 梅坪台 挙
母
地
区
6

上豊田駅周辺区画整理
事業の迅速で円滑な実
施

上豊田駅は、鉄道、おいでんバス(藤
岡・豊田線、さなげ・足助線)、パーク
アンドライド利用の自動車等の交通結節
点であり、周辺では都市計画道路浄水駅
北通り線・西山上挙母線・豊田北バイパ
スの整備が進められている中、地元では
令和５年度末に区画整理の仮同意率が９
割を超え、組合設立に向けた発起人会が
立ち上がった。こうした状況を踏まえ、
区画整理事業の早期実施に向けた人及び
予算の確保と技術的な支援を要望する。

・土地区画整理法に基づく技術的援助として、引き続き発起人会支援や委託業務発注など、上豊田駅
周辺での居住誘導に向け、区画整理手法を活用したまちづくりの実現性について検討を進めていく。
（都市整備部　区画整理支援課、市街地整備課、交通政策課）

・上豊田駅周辺土地利用調査費
(１００百万円)
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119 浄水 挙
母
地
区
7

浄水駅北通り線整備事
業の推進と向山団地の
生活道路計画の策定

都市計画道路浄水駅北通り線の整備にあ
たっては、４車線化により団地内への出
入りが制限される向山団地の生活道路の
整備が必須である。また、隣接する上豊
田駅周辺では、区画整理事業の実施に向
けた調査が進められようとしている。し
たがって、早急に区画整理の計画とも整
合がとれる団地の生活道路計画の策定が
必要であり、そのための人及び予算確保
を要望する。

・現在、国道１５３号豊田北バイパスの影響部分として、（都）浄水駅北通り線の上原町西山交差点
から（都）西山上挙母線の若草町２丁目交差点間の整備を進めている。
・４車線化に伴い必要な向山団地の生活道路の整備は、上豊田駅周辺のまちづくりの事業進捗を踏ま
えつつ、地域と意見交換を進めていく。
（建設部　幹線道路推進課、街路課、都市整備部　区画整理支援課）

・街路建設費（７，８２０百万
円）

120 浄水 挙
母
地
区
8

人口増加に対応した安
全・安心なまちづくり
に向けた地域防犯力の
強化

浄水地区は、区画整理事業の進展により
人口が急増しており、浄水中学校区の人
口は１万５千人を超え、現在も増え続け
ている。こうした状況の中、安全・安心
なまちづくりに向けた地域防犯力の強化
が求められている。交番の設置について
は引き続き愛知県警察への要望をお願い
するとともに、自治体が運営する防災活
動拠点となる安全・安心ステーションの
設置を要望する。

・愛知県警察では、犯罪や交通事故などの治安情勢、人口、地理的条件などの地域情勢を考慮して、
交番等の整備を進めているため、愛知県警察本部長宛てに「警察力強化等に関する要望書」を提出
し、社会基盤整備などによる地域事情の変化が著しい地域などへの交番設置など警察力強化を要望し
ていく。
・安全安心ステーションについては、設置運営している自治体の状況とその効果について引き続き研
究していく。
（地域振興部　交通安全防犯課）

121 梅坪台 挙
母
地
区
9

豊田南北バイパスの整
備に合わせた地区内生
活道路の整備

令和８年度末に予定されている豊田南バ
イパスの暫定供用時には、浄水地区や梅
坪台地区の生活道路への通過交通の侵入
が懸念される。また、現在計画が進んで
いる豊田北バイパスの整備に合わせて地
域の安全で安心な生活道路を整備する必
要があり、そのための予算の確保を要望
する。

・豊田南バイパスの暫定供用に関連する通過交通の生活道路への侵入については、交通状況の変化を
踏まえ、対応策の検討を進めていく。
・豊田北バイパスの整備に合わせ、引き続き地域の利便性の向上を図る安全で安心な生活道路の整備
を進めていく。
（建設部　幹線道路推進課）

・特定道路改良促進費（１５０
百万円）

122 梅坪台 挙
母
地
区
10

籠川、伊保川の災害発
生の防止のための維持
管理と環境整備

籠川流域（矢作川合流点から伊保川合流
点）及び伊保川における樹木伐採、土砂
堆積等の流下阻害に対応した維持管理の
継続と、地域で機運が高まっている環境
保全活動への支援を要望する。また、籠
川緑地の豊田北バイパス南近接地の早期
整備を要望する。

・籠川流域の適切な維持管理については、管理者である愛知県に要望していく。また、環境保全活動
については、引き続き水辺愛護会活動に対し支援していく。伊保川の水辺環境整備については、管理
者である愛知県や関係部署と調整を進めていく。
（建設部　河川課）

・籠川緑地の整備については、豊田北バイパスの工事状況を踏まえ、施工の影響等から緑地の整備時
期及び整備内容について整理していく。
（都市整備部　公園緑地つくる課）

・河川一般環境整備費（１７百
万円）
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123 朝日丘 挙
母
地
区
11

毘森公園整備 ①毘森公園の再整備の在り方を早期に検
討するための予算確保。
②公園内の歩道・車道の修繕、枝下用水
周辺の安全対策及び公園未供用区域を含
む樹木竹林の整備。

・毘森公園については、広く市民が利用する公園として市民ニーズに対応しながら、魅力にあふれた
総合公園となるよう検討を進める。
（企画政策部　都市計画課、都市整備部　公園緑地つくる課）

・歩道、車道については、現状の施設の適正な維持管理を実施していく。
・また、枝下用水については、愛知県の枝下用水幹線水路耐震化工事の進捗を見据えながら、必要に
応じ安全対策を検討していく。
（都市整備部　公園緑地つくる課、生涯活躍部　スポーツ振興課）

・公園整備計画策定費（２２百
万円）

124 朝日丘 挙
母
地
区
12

県道豊田東郷線　「小
坂本町１丁目西」交差
点から「宮上町８丁
目」交差点間整備

県道豊田東郷線（都市計画東郷豊田）は
幅員約１０ｍと狭く現在大型車両のすれ
違いが難しく対面車同士の事故も発生す
るなど車道歩道ともに通行において非常
に危険な状態であり早期の道路拡幅工事
の要望する。

・県道豊田東郷線（（都）東郷豊田線）については、小坂本町１丁目交差点から内環状線までの区間
を事業化するよう引き続き愛知県に働き掛けていく。
（建設部　建設企画課）

125 朝日丘 挙
母
地
区
13

市道小坂三軒２号線改
良の早期事業化

市道小坂三軒２号線は衣丘小学校北西角
から市道三軒家八ツ迫線までの区間で挙
母揚水跡地である。当地域は朝夕近隣道
路から多数の通り抜け車両があり危険性
が高い。小中学生の通学路の安全性確保
のため早期の事業化が望まれる。幅員確
保ができず市道開設が困難となった場合
は自転車歩行者専用道として整備をする
ことを要望する。

・挙母揚水跡地の一部は民地であり、用地協力が得られるのであれば効果的な整備手法の検討をして
いく。
（建設部　土木課）

126 朝日丘 挙
母
地
区
14

市道欅通り線整備 小坂本町区間における市道欅通り線は従
来より豊田市駅西口道路の中心的な役割
を果たしているが、今後駅西口バスター
ミナル集中、新博物館建設による歩行者
導線利用など更なる利用拡大が見込まれ
ている。歩道のバリアフリー化、無電柱
化などを含めた全体の整備を要望する。

・市道欅通り線の整備については、中心市街地における歩行者の安全性や回遊性向上、博物館や美術
館等への誘導を図る動線として、中長期的な視点での道路空間の在り方を検討し、整備方針の策定に
向けて取り組んでいく。
（都市整備部　都市整備課）

127 朝日丘 挙
母
地
区
15

金谷町７丁目の洪水対
策

豪雨が発生する度に道路が浸水するた
め、帰宅ができない民家や、保護者が送
迎できなくなるこども園があるため、排
水路の早期整備を求める。

・現在当該箇所の浸水被害を軽減するための現地調査を実施している。今後放流先の長田川改修計画
を踏まえ、計画的に排水路整備の検討を進めていく。
（建設部　河川課）

・排水路改良費（５４８百万
円）
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128 朝日丘 挙
母
地
区
16

小川町２丁目北側と豊
田段ボール倉庫東側間
の狭小道路改修

この区間の道路は普通乗用車１台分の余
地しかなく、対向車はもちろん自転車と
のすれ違いもできず、接触事故も起きて
いるので、早急の整備が必要である。

・現在継続的に事業用地取得に向けた交渉を行っており、用地取得後には整備を行う予定である。
（建設部　街路課）

・市道改良費１（２５０百万
円）

129 朝日丘 挙
母
地
区
17

市道青木新生線の歩道
設置を含む道路拡張

市道青木新生線（枝下用水～小坂若林
線）の約２７０ｍ区間は車両の交通量も
多く、自転車・歩行者との接触事故が懸
念されるため、安全な通行空間の確保と
歩道設置を要望する。

・市道青木新生線の当区間で拡幅を行うには、南側の用地協力が必要である。用地協力が得られる場
合は、暫定整備も含め検討していく。
（建設部　土木課）

130 逢妻 挙
母
地
区
18

市道豊田西部線のみよ
し市との早期開通

豊田市内とみよし市三好丘を結ぶ市道福
谷一色線は、交通量が多く、幅員も狭い
ため、大変危険である。交通を転換し、
危険を解消するため、令和８年度に開通
予定と公表された国道１５５号豊田南バ
イパスに接続する「市道豊田西部２号
線」久岡町から三好丘間の早期整備を求
める。

・市道豊田西部２号線は、豊田南バイパスと接続させることにより、周辺地域の交通の円滑化及び安
全性の向上を目指している。
・豊田南バイパスから市道福谷一色線までの区間については、豊田南バイパスと同時期の整備完了を
目標に事業推進を図っていく。
・続く三好丘までの区間については、みよし市と連携し、設計を進めていく。
（建設部　幹線道路推進課、企画政策部　都市計画課）

・市道新設費（４６６百万円）

131 逢妻 挙
母
地
区
19

南バイパス開通による
通学路整備

現在、南バイパス工事が進められている
が、開通により地区内の通学路が変更に
なったり、通過車両の量の増減が予想さ
れる。バイパス開通８年度開通に合わせ
た通学路の安全対策を求める。

・通学路の安全対策については、地元や学校からの通学路整備要望を踏まえ、引き続き豊田南バイパ
スに関連する市道整備と併せて必要となる安全対策を講じていく。
（建設部　幹線道路推進課、地域振興部　交通安全防犯課、教育部　学校教育課）

・特定道路改良促進費（１５０
百万円）
・事故防止対策費（２６３百万
円）
・通学路整備費（６２百万円）

132 逢妻 挙
母
地
区
20

本地柿本線の拡張 柿本町２丁目交差点付近は道路幅員が極
端に狭く、西側（柿本ゆずりあい橋～市
道四ツ家神田線交差点付近）においても
同様に狭く、大規模自動車工場への通勤
車両や通学生徒の通学路でもあり大変危
険である。よって、早期の改修を求め
る。

・柿本町２丁目交差点付近の早期整備に向け、引き続き用地取得を進めていく。
・また、柿本ゆずりあい橋から市道四ツ家神田線交差点付近までの間については、柿本町２丁目交差
点整備完了後、事業の必要性を含めて検討していく。
（建設部　土木課）

・市道改良費１（２５０百万
円）
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133 逢妻 挙
母
地
区
21

柿本２丁目～東新町５
丁目交差点間の通学路
整備

当該区間は、逢妻中学校生徒の内、約半
数の４００名生徒が通学路であり、ま
た、大規模医自動車工場や大型スーパー
のため、終日通過車両が多い区間である
が、歩道が十分に,設置できていないた
め大変危険である。よって、早期の歩道
設置を求める。

・歩道未整備区間の整備について、用地取得に向けた地権者との交渉を行っていく。
（建設部　土木課）

・歩道設置費（３９９百万円）

134 逢妻 挙
母
地
区
22

東新町３丁目の排水路
整備

大雨の度に、雨水が歩道に溢れ、通学の
児童は池のようになった道路を登校し、
付近の個人宅にも雨水が進入し、住民自
ら土嚢を組み対応しているのが常態化し
ている。早期の対策が必要である。

・当該地区の排水不良を解消するため、新たなルートによる排水路整備に必要な用地確保に向け、引
き続き地域や土地所有者との協議を進めていく。
（建設部　河川課）

・排水路改良費（５４８百万
円）

135 豊南 挙
母
地
区
23

河合町１丁目交差点の
スクランブル交差点化

河合町１丁目の交差点は、１日中車と歩
行者の交通量が多く、特に子どもたちの
登下校の安全見守りの重点場所となって
いる。子供たちが集団で渡るため、右折
左折の車のスムーズな通行が妨げられ渋
滞を引き起こしている。この渋滞と歩行
者の安全性の解消のためスクランブル交
差点になるよう要望する。

・交差点のスクランブル化については、愛知県公安委員会が道路形状、交通実態調査等により、その
必要性を判断して変更を行っている。
・当該交差点における交通量や歩行者の利用状況の調査を含め、交差点のスクランブル化について公
安委員会に働き掛けていく。
（地域振興部　交通安全防犯課）

136 豊南 挙
母
地
区
24

豊栄河合線に押しボタ
ン式横断歩道の新設

現在、大勢の高齢者の方が朝夕の散歩の
方々が豊栄河合線を横断している。河合
池マレットゴルフ場に向かう高齢者の横
断が多く、将来交通量が増えてくること
が想定され、非常に危険と危惧される。
是非押しボタン式横断歩道の設置を要望
する。

・横断歩道及び押しボタン式信号機の新設については、愛知県公安委員会が交通実態調査等により、
その必要性を判断し設置を行っているため、引き続き愛知県へ要望していく。
（地域振興部　交通安全防犯課）
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137 豊南 挙
母
地
区
25

安永川改修事業に伴う
公園整備等

安永川改修事業は、国県市事業であり、
市街地の排水を一手に受ける河川事業で
ある。この事業が完成し、地域の環境は
大きく変わり、交通渋滞や違法駐車など
が予想される。こうしたことを解消する
ため、また安永川改修事業を広く市民に
知っていただけるよう、明治用水と新安
永川の区切られた区域を公園等に整備す
ることによって、より安全安心な環境が
整う。

・当該箇所は安永川河川改修工事の工事用地として民有地を借地していたが、現在は、明治用水頭首
工復旧工事の工事用地として東海農政局が借地している。
・借地契約終了後の土地利用については、公園等の必要性を整理し、必要に応じて関係部署との調整
を進めていく。
（建設部　河川課）

138 高橋 高
橋
地
区
1

県道則定線と市道高橋
１号線への接道へ信号
機交差点設置の確定

県道豊田則定線は令和３年度より４車線
化事業が行われており、令和５年度以降
内環状線までの４車線化の事業化が予定
されている。事業と並行して中央分離帯
が設置される事で高橋自治区の住民が分
断されてしまう為、市道高橋１号線と県
道豊田則定線との接道へ信号機交差点の
設置を強く要望する。区画整理事業を進
めて行く上で平成１４年から始まった住
民説明会からも強く要望され、その上で
区画整理事業に同意し、現在の市道高橋
１号線はその為に拡張をした経緯も有
る。現在は暫定的な交差点となっている
が、交差点設置の確定を要望。
自民クラブ地域要望としては引続きの継
続要望であり、令和２年７月２７日以降
八木哲也代議士・鈴木雅博元県議会議
員・岩田淳市議とで愛知県警察本部・交
通部長石川智之警視長へ請願書として提
出済の為、その後の対応及び回答を要
望。令和５年１０月６日には再度、愛知
県都市交通局へ３議員で出向き要望活動
及び状況を確認。今年度も引き続き要望
活動を実施して行くが、工事に伴い動き
があるようだが要望確認をする。

・県道則定豊田線の４車線化事業は、令和６年３月４日付けで都市計画道路事業認可され、愛知県が
事業着手に向けて取り組んでいる。
・信号機の設置については、愛知県公安委員会が交通実態調査等により、その必要性を判断し設置を
行っているため、引き続き愛知県へ要望していく。
（地域振興部　交通安全防犯課、都市整備部　市街地整備課）
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139 高橋 高
橋
地
区
2

平井小学校体育館を緊
急避難場所及び避難所
指定可能とする整備と
関連する市道岩滝～
百々線の延伸整備及び
消防団詰所土地の確保

平井小学校体育館は体育館北側が土砂災
害警戒区域指定がされているため、緊急
避難場所及び避難所指定がされておら
ず、災害時には体育館の使用ができない
状況である。本来なら愛知県が整備を進
めなければならないが愛知県の整備条件
から外れているため、豊田市として整備
を進め土砂災害区域指定を外し避難所指
定にすることを要望する。愛知県からの
回答は既に説明済。高橋区長会（１５自
治区）として要望書も提出済。
（建設部・教育部・防災対策課が同席）
また、土砂災害区域となっている急傾斜
地は現在、市道延伸が計画されている市
道岩滝～百々線の道路法面であるが、市
道延伸事業の時期及び状況と延伸事業と
合わせて余剰地を利用して平井町・百々
町地区の消防団詰所土地の確保を要望。

・平井小学校体育館北側の土砂災害警戒区域については、用地協力が得られれば、同校体育館を避難
場所指定できるように、対策案を検討していく。市道整備においては、地域住民の理解を得ながら、
用地交渉等を進めていく。
（建設部　土木課、土木管理課、地域振興部　防災対策課、教育部　学校づくり推進課）

・消防団詰所格納庫の用地確保については、現状、市道延伸事業における余剰地が見込めないことか
ら、今後の延伸事業の状況を注視していく。
（消防本部　総務課）

・市道新設費（４６６百万円）

140 高橋 高
橋
地
区
3

県道豊田則定線・高橋
１号線交差部から高橋
２丁目交差点～内・外
環状線までの４車線化

寺部区画整理事業を終え、継続して要望
課題として上げている高橋～県道豊田則
定線の４車線化は高橋１号線までとなっ
ており、その先の高橋２丁目交差点まで
の約２１０ｍ及び内環状線～外環状線ま
での４車線化の計画に伴い、まちづくり
の観点から寺部区画整理事業は一区切り
を終えたが、引続き４車線道路計画の目
途をつけて頂くよう要望する。

・県道則定豊田線の４車線化は、愛知県が市道高橋１号線から内環状線までの区間を事業化し、用地
調査を進めていると聞いている。
・内環状線から外環状線までの区間については、引き続き事業化に向け、愛知県に働き掛けていく。
（建設部　幹線道路推進課、建設企画課）

・愛知県事業：県道則定豊田線

141 高橋 高
橋
地
区
4

県道４８７号線・中金
～古瀬間線の拡充（県
道松平志賀中金線拡
幅）

矢並線～山中町間の県道４８７号線の一
部道路舗装整備は、平成２８年度より進
んでいるが未実施の道路整備補修を要
望。矢並線～山中町間の通学路確保と車
両交通事故防止の為、道路拡幅・拡充を
計画的な方向性を作成し要望する。

・県道松平志賀中金線は、愛知県が矢並小学校から野球グラウンド手前までの延長約３７０ｍの区間
について、現在、設計を進めており、令和７年度から用地調査に着手していくと聞いている。
・その他の区間については、歩道整備等緊急的な安全対策が可能な箇所の整備を引き続き愛知県に働
き掛けていく。
（建設部　幹線道路推進課）

・愛知県事業：県道松平志賀中
金線
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142 高橋 高
橋
地
区
5

鞍ケ池公園第２期整備
事業（駐車場棟）及び
動物園の活性化・鞍ケ
池公園周辺の地縁団体
の保有する有効な土地
利用活用（交通公園
前）

鞍ケ池公園はリニューアルを終え、豊田
市を代表する全国から約150万人の来訪
者が訪れる公園となっているが、公園内
に設置されている動物園には来訪者が約
3万人～状況であるため、市の保有する
財産を活かすためにも動物園の活性化を
要望する。令和５年１０月２９日には豊
田青年会議所が鞍ケ池公園でイベントを
行い、動物園に新たな動物を招致するア
ンケート及び要望書が我々に提出されて
いる。

また、鞍ケ池公園第二期整備事業が頓挫
しており、公園周辺（池田自治区・区
民）の保有する土地利用を公園駐車場・
ラリー等を始めとした利活用を要望す
る。既に池田自治区内では令和２年度よ
り豊田東部まちづくり協議会が発足さ
れ、集団移転事業等に関して企画政策
部・都市計画課へ要望を行い、地域住民
との意見交換も行ってきた。池田自治区
内が保有する地縁団体の土地について、
市による有効利用を要望する。

・鞍ケ池公園動物園については、まずは老朽化している施設への対応を進め、利用者の安全確保の取
組を進めるとともに、隣接する動物愛護センターとの連携など魅力向上に取り組んでいく。
（都市整備部　公園緑地つかう課、保健部　保健衛生課）

・鞍ケ池公園駐車場及びラリーにおける新たな土地利用については、現時点で考えていない。また、
防災集団移転促進事業については、災害レッドゾーン等に関する対策手法の一つと捉えており、地域
の意向に応じて意見交換などの取組を行っていく。
（都市整備部　公園緑地つかう課、企画政策部　都市計画課）

・鞍ケ池公園維持管理費（修繕
費）（１３百万円）

143 美里 高
橋
地
区
6

第2期中央公園整備 アジア競技大会に向けて先行整備区域の
基盤造成工事が始まった。今後は、次期
整備区域の調査を早期に推進し用地買収
を要望する。

・先行整備区域については、民間活力導入の事業者が決定し、施設整備、運営に向けた調整を進めて
おり、引き続き、計画どおりの開園に向けて事業を進めていく。
・次期整備区域については、都心・水辺空間との一体的な賑わい及び相乗効果を高めるため、効果的
なタイミングで事業を進めていくことが重要であるため、できるだけ早期にスケジュール等を調整し
ていく。
（都市整備部　公園緑地つくる課）

・中央公園第二期整備費（２６
１百万円）

144 美里 高
橋
地
区
7

県道細川豊田線の拡
幅・改修

いよいよ北側から野見児童館までの歩道
が完成し、通学路が完成する。今後は、
鵜の首開削事業も本格化するため、更に
工事車両等が増加する事が懸念される。
野見児童館から南側の用地買収の強化を
し、早期に道路拡幅と歩道新設を含めた
拡幅・改修の整備を要望する。

・県道細川豊田線は、愛知県が野見児童館から南側の歩道設置に向け、用地取得を進めていると聞い
ている。
・市道長興寺野見線との交差点から南側の箇所については、引き続き整備に向け、愛知県に働き掛け
ていく。
（建設部　幹線道路推進課、建設企画課）

・愛知県事業：県道細川豊田線

145 美里 高
橋
地
区
8

市道御立野見１号線の
拡幅・歩道整備

高橋細谷線の４車線化整備に伴ない交通
量が増加傾向にある中で、豊田東高校か
ら南側の一部の区間が完成した。今後も
引き続き市道御立野見１号線の拡幅・歩
道整備の早期完成を要望する。

・令和６年度において整備完了した区間に引き続き、（都）高橋細谷線までの区間について、道路拡
幅及び歩道設置の整備を推進していく。
（建設部　土木課）

・歩道設置費（３９９百万円）

9
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146 美里 高
橋
地
区
9

東部１号線から高上東
山線のバリアフリー化
整備

東部１号線から高上東山線の歩道は、浸
水性の高い舗装の箇所があり表面の劣化
が進んでいる。道路面との段差もあり、
カーブが続くエリアでは、歩行者が歩行
するのに転倒しやすく、危険がある。通
学路にもなっており早期に道路面との段
差を解消し、安全に歩行できるバリアフ
リー化整備を要望する。

・現地踏査などの調査結果を踏まえ、特に歩行者の安全性向上に必要な区間において、設計を行って
いく。
（建設部　土木課）

・市道改良費２（８６５百万
円）

147 美里 高
橋
地
区
10

鵜の首狭窄部整備及び
鵜の首橋の付替え

東海豪雨級の洪水を安全に流せるように
国が矢作川整備計画を策定し整備を進め
ている。矢作川が狭く蛇行している為
に、中流域の豊田市中心部を脅かしてい
る「鵜の首狭窄部」の早期完成を要望す
る。また、鵜の首橋を相互交通できるよ
うに整備すると共に、現状の交通量の調
査を要望する。

・狭窄部を含む「鵜の首地区水位低下対策事業」の早期完了による中心市街地の治水安全度向上を目
指し、今後も引き続き国に対して積極的な支援を実施するとともに、緊密な連携を図り、事業のより
一層の促進を図っていく。
（建設部　河川課）

・交通量調査については、鵜の首橋及び竜宮橋周辺の道路交通環境の変化を踏まえ、現状の交通量に
ついて調査を行う。
（建設部　土木課）

・矢作川改修促進費（２４百万
円）
・市道改良費２（８６５百万
円）

148 益富 高
橋
地
区
11

国道３０１号線整備
（益富拡幅）に伴う関
連市道の整備

２０２１年に事業着手し総事業費３０億
円の事業概要が発表され、主要道路であ
る国道３０１号４車線化が推進されてい
る。用地測量を行い、道路詳細設計も進
んでいる中、早期に用地買収を要望す
る。また、関連市道の調査を進めるとと
もに、地域から提出された要望事項につ
いて推進して頂くことを要望する。

・国道３０１号益富拡幅は、愛知県が用地取得に向け、物件調査を進めていると聞いている。
・地域からの要望事項については、現地調査を踏まえ、愛知県と協力して、順次設計等に取り組んで
いる。
（建設部　幹線道路推進課）

・市道改良費１（２５０百万
円）
・愛知県事業：国道３０１号

149 益富 高
橋
地
区
12

志賀郷中線の交差点改
良

志賀中郷線と上野大見線のＴ字路の交差
点では、鋭角に接続しているため、事故
が多発している。また、近くに古瀬間小
学校があり、通学路になっている地域の
生活道路だが、朝夕の交通量も増加して
いる。交差点改良を含めて整備を要望す
る。

・取付道路の接続不良の解消、交通安全の向上を図るため、関係自治区と調整を図りながら、用地交
渉を進めていく。
（建設部　土木課）

・交差点改良費（２２百万円）

150 益富 高
橋
地
区
13

樫尾川の整備 泉町付近の樫尾川が、大雨によって越水
し、駐車場全体が水たまりとなる被害が
あった。今後の集中豪雨に対する浸水対
策を要望する。

・当該箇所の下流において、国道３０１号４車線化に合わせて、ネック点である国道横断部の樫尾川
河川改修を予定している。
（建設部　河川課）
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151 益富 高
橋
地
区
14

浜居場住宅の建て替え
整備

平成２１年より入居者を止めている中
で、建て替えの明確な方針が決まってい
ない。国道３０１号の四車線化に伴い歩
道整備が計画されているため、今後の国
の整備と共に浜居場住宅の建て替えを要
望する。

・浜居場住宅の建て替えについては、今後の市営住宅全体の整備方針の策定を踏まえ、方向性の検討
を行い判断していく。
・まずは道路整備のスケジュールに支障が出ないように、令和７年度から解体に着手するための準備
を進めていく。
（都市整備部　定住促進課）

・住宅マスタープラン推進費
（９百万円）
・浜居場住宅（１１百万円）

152 益富 高
橋
地
区
15

五ケ丘地区の遊歩道整
備

五ケ丘には生活道路を走る車との接触が
極力無い様に遊歩道整備がされている
が、五ケ丘団地が完成してから３５年が
経過し、遊歩道に亀裂やひび割れ、根上
り等が多くみられるようになった。遊歩
道を歩く市民も高齢化か進んでいる地域
であり、安全に散歩が出来るように遊歩
道整備を要望する。（五ケ丘公園内も含
む）

・五ケ丘地区の遊歩道については、亀裂、ひび割れ、根上り等の状況を適宜確認し、通行に支障とな
る損傷については、引き続き修繕を実施していく。
（建設部　道路維持課）

・五ケ丘公園内の園路における樹木の根上りによる亀裂やひび割れ等が発生している箇所について、
緊急度が高いところから修繕を実施していく。
（都市整備部　公園緑地つかう課）

・道路修繕費（２，１７８百万
円）

・公園施設修繕費（１０８百万
円）

153 末野原 上
郷
地
区
1

三河豊田駅前広場の改
修

時代の経過とともに、駅前広場としての
機能を低下している。そこで、地元住民
による「三河豊田駅駅前広場再生協議
会」が設立され、地域住民が憩え、時代
に合った交通結節点機能を備えた駅前広
場に全面改修することを要望する。

・三河豊田駅前広場再生協議会の活動を支援するとともに、現在の駅前広場の利用実態の調査及び機
能検証結果のほか、過年度に撤去した噴水跡地におけるイベントなどの活用状況などを鑑みながら、
課題改善策の検討を行っていく。
（都市整備部　市街地整備課）

・既成市街地土地利用調査費
（３百万円）

154 末野原 上
郷
地
区
2

県道本地鴛鴨線大林町
１２丁目交差点の建物
撤去

県道本地鴛鴨線大林町１２丁目交差点に
屋台の店舗が４軒あり、営業を行ってい
る形跡がなく、建物も老朽化し、防犯
上・防火上そして環境的にも問題があ
る。特定空家とうに該当するか調査をお
願いするとともに、土地の管理者である
愛知県に対し早期撤去を市からも強く要
望していただきたい。

・当該屋台については、愛知県の管理する公有地上に位置する所有者不明の物件であり、空家法の適
用の対象ではないため、引き続き管理者である愛知県に対して撤去等を働き掛けていく。
（建設部　幹線道路推進課、都市整備部　定住促進課）

155 末野原 上
郷
地
区
3

大林こども園　進入路
の拡幅

園児の朝夕の送迎において、こども園の
進入路が狭く、過去に接触事故も起きて
おり、早急に改善する必要がある。

・大林こども園への進入路の拡張は、駐車可能台数が減少するなど影響が大きいため、実施は困難で
ある。
・現在、朝・夕の通行が多い時間帯には、保育士等が車両誘導を行っており、今後も接触事故防止に
努めていく。
（こども・若者部　保育課）
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156 末野原 上
郷
地
区
4

山之手こども園の保育
所化

山之手こども園は公立の幼稚園として、
４歳児・５歳児の幼児が通園している。
保育需要の高い乳幼児及び３歳児へ対応
ができていない。また、山之手地区はマ
ンション建設も多く、地域住民から乳幼
児及び３歳児への保育の希望が多い。

・山之手こども園の保育所認可園化については、本市全体の受入れ枠の在り方や周辺地区の保育ニー
ズの状況を踏まえて、令和７年度以後検討を進めていく。
（こども・若者部　保育課）

157 末野原 上
郷
地
区
5

明治用水暗渠化と上部
利用及び周辺整備（鴛
鴨町他）

安城台地を潤すべく明治に開削された明
治用水の上部利用については、広美町の
三連水車下流で公園やウオーキング道の
整備が進められてきたが、末野原地域の
渡刈・鴛鴨・永覚の各自治区内は整備さ
れていない。したがって、国・県に働き
かけて国営矢作川総合第2期地区の計画
工事の推進を図りつつ、県・市による自
転車道・歩道及び交差する市道・橋梁を
含めて環境にも配慮した地域要望を取り
入れた上部利用及び周辺整備を要望す
る。

・明治用水幹線水路の大規模地震対策となる国営総合農地防災事業「矢作川総合第二期地区」は、令
和元年度から工事着手され順次整備が進められている。
・上部利用及び周辺整備については、国営総合農地防災事業「矢作川総合第二期地区」の事業進捗に
合わせ、県道豊田安城自転車道の復旧及び地元要望を踏まえ、国や県と協議し、今後の方向性を検討
していく。
（産業部　農地整備課）

・矢作川総合第二期地区支援事
業費（２９百万）

【参考事項】
・国営総合農地防災事業
矢作川総合第二期地区
（明治用水及び北部幹線の耐震
対策）
事業実施
（平成２６～令和１６年度）

158 末野原 上
郷
地
区
6

愛知環状鉄道永覚駅へ
のアクセス道路整備
（永覚町）

永覚駅南側及び北側道路は狭小かつ暗い
ため、電車利用の歩行者や自転車にとっ
て極めて危険な道路となっている。ま
た、駅に送迎する車両を含め、通行量も
少なくないことから車両がすれ違いもで
きず交通支障となっている。安全で利便
性の高い生活道路確保のため、駅へのア
クセス道路整備を要望する。

・道路整備については、交通状況の把握のため現地踏査等を行っていく。
（建設部　土木課）

159 末野原 上
郷
地
区
7

渡刈町内の宝蔵川周辺
の法面・護岸拡幅等工
事による住宅地・田畑
等の早急な浸水防止対
策他

渡刈町地内の宝蔵川周辺の集中豪雨時の
住宅地・田畑等の早急な浸水防止の護岸
拡幅等工事の実施を要望する。

・宝蔵川周辺の浸水対策については、現在進められている明治用水耐震事業に合わせて、検討を進め
ていく。
（建設部　河川課）

・総合雨水計画策定費（４６百
万円）

160 末野原 上
郷
地
区
8

家下川の川幅拡張等に
よる、集中豪雨時の住
宅地・田畑等の早急な
浸水防止対策

家下川と明治用水の交差する部分は川幅
が狭く、集中豪雨時には、排水できず上
流の住宅地・田畑等の浸水が予想される
ため、拡張工事等の早急な浸水防止対策
を要望する。

・当該地は、愛知県管理区間として、現在愛知県にて工事実施に向け地元調整が進められている。今
後愛知県の河川改修に合わせて、上流の豊田市管理区間の河川改修に向けて設計を進めていく。
（建設部　河川課）

・河川改良費（６２０百万円）
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161 末野原 上
郷
地
区
9

県道本地鴛鴨線
（（都）大林桝塚線）
未整備区間の事業化に
よる歩道整備

県道本地鴛鴨線（（都）大林桝塚線）
は、鴛鴨町上大岨付近において未整備区
間がある。また、西側に水路が並走する
この未整備区間は、歩道の連続性が確保
されておらず、安全確保が不十分な状況
となっている。歩道の連続性の確保とと
もに、未整備区間の早期事業化について
要望する。

・県道本地鴛鴨線（（都）大林桝塚線）については、末野原中学校北角から愛知環状鉄道交差部まで
の区間が未整備となっている。通学路としての利用状況や交通状況を踏まえ、未整備区間の事業化に
向け、愛知県に働き掛けていく。
（建設部　建設企画課）

162 上郷 上
郷
地
区
10

三河上郷駅を中心とし
た街の賑わい創出

都市計画マスタープランにて三河上郷駅
は「拠点地域核」の一つとして位置付け
られているが、駅までの交通手段が乏し
く利用者は伸びず、駅舎のバリアフリー
化や駅前整備も進まない状況。また経営
者の高齢化や後継者不足が深刻で、自治
区内では商店や飲食店の閉店が加速。街
の賑わいとは程遠く、高齢の買い物弱者
も増加の一途である。商業施設や飲食店
などの誘致、駅までの交通手段整備な
ど、駅利用者を増やし街を活性化させる
施策を要望する。

・令和７年３月策定予定の商業活性化プラン（２０２５－２０２９）に基づき、買い物利便性の向上
や商業の担い手の確保と維持などの取組を進めていく。
（産業部　商業観光課）

・バリアフリー法の基本方針では、駅利用者が３，０００人／日未満の鉄道駅のバリアフリー化は、
鉄道事業者の任意である（三河上郷駅　令和５年度利用者数２，００８人／日）
・バリアフリー化の際は、鉄道事業者からの支援要請に基づき、国の補助制度の活用を検討し、連携
を図っていく。
（都市整備部　交通政策課）

・商業活性化対策費（１７百万
円）
・買い物困難者支援事業費補助
金（８百万円）

163 上郷 上
郷
地
区
11

桝塚西町自治区　公園
の新設および駐車ス
ペース整備

１，２００世帯/３，２００人が暮らす
自治区に対し、公園が一箇所しかない
(ふれあい広場)。子どもの遊び場や地域
の人たちの憩いの場としてだけでなく、
災害時や緊急時の避難場所としての機能
も果たす重要な施設である公園の建設を
要望する。
また、備品や物資運搬に必要な車両駐車
場の整備も併せて要望する。

・現在市域全体の公園緑地の最適化に関する検討を進めており、当地域についても、全市的な公園の
配置状況等を踏まえ検討を進めていく。
（企画政策部　都市計画課、都市整備部　公園緑地つくる課）

・公園整備計画策定費（２２百
万円）

164 上郷 上
郷
地
区
12

市道中和会桝塚線　通
学路における安全対策

当該箇所は和会町山根にある住宅密集地
から高嶺小学校正門までの市道であり、
自治区在住の小中学生が通学路として歩
道を利用している。
通学時間帯は通勤車両などの抜け道と
なっているため通過車両が多いがガード
レールが無く、子どもの通学時の安全確
保の観点から、早期に歩道と車道を完全
に分断するガードレールの整備を要望す
る。
（令和６年５月１７日、自治区代表と市
による現場確認を実施）

通学路として特に安全確保が必要と捉え、令和６年度から引き続き防護柵の整備を進めていく。
（地域振興部　交通安全防犯課）

・事故防止対策費（２６３百万
円）

13



通番 種別

地
区
No
.

要望事項 具体的内容 要望事項に対する対応
主な計画事業

（令和７年度当初予算）
その他参考事項

165 上郷 上
郷
地
区
13

福受町地内　交通量抑
制のための通行規制実
現

県道豊田安城線が福受町地内で渋滞する
ため、朝晩の通勤時間帯を中心に福受町
を南北に走る生活道路を抜け道として通
過する車両が多く、地域問題となってい
る。
県道豊田安城線は拡幅工事事業化が決定
し、工事中は規制回避のため同町内を抜
け道として通過する車がさらに増えるこ
とが推定される。郷内の生活道路はすれ
違いが困難な道幅なうえ、朝晩は小中学
生の通学路でもあり、地域住民の安全や
騒音低減の観点から、抜け道として利用
する車両に対する通行規制や安全対策を
要望する。

・これまでの地元調整を踏まえ、速度抑制の視覚的効果のある路面表示を整備していく。
（地域振興部　交通安全防犯課）

・事故防止対策費（２６３百万
円）

166 上郷 上
郷
地
区
14

広美町中之切交差点
歩行者用信号機設置

本交差点は広美町の中心に位置し、高嶺
小学校や上郷中学校へ通う子ども達の通
学路でもあるが、朝晩は交通量も多い。
地域の方々による通学時間帯の見守り活
動も実施しているが、交差点の大きさの
割に歩行者用の信号機が無いため、子ど
もが交差点横断中に信号が赤に変わって
しまう事象が頻発し大変危険な状態であ
る。以前から歩行者の安全確保のため歩
行者用信号機の設置を要望しているが、
進捗について報告をお願いする。

・歩行者用信号機の設置については、愛知県公安委員会が交通実態調査等により、その必要性を判断
し設置を行っているため、引き続き愛知県へ要望していく。
（地域振興部　交通安全防犯課）

167 上郷 上
郷
地
区
15

柳川瀬公園の拡充整備 ①全体施設を見直し、防災機能や世代間
交流など多様なニーズに対応
②老朽化した体育館の改修
③豊寿園の移転受け入れ、高齢者の健康
づくり

・現在、市域全体の公園緑地の最適化に関する検討を進めており、当地域についても、全市的な公園
の配置状況等を踏まえ検討を進めていく。
（企画政策部　都市計画課、都市整備部　公園緑地つくる課）

・体育館の改修については、個別施設計画や施設の老朽化の状況等を踏まえ、安全・安心な施設運営
や利用者の利便性向上に寄与する対応を検討していく。
（生涯活躍部　スポーツ振興課）

・豊寿園は、老人福祉センター機能部分について、長寿命化対応として令和６年度から８年度にかけ
て大規模修繕を実施する。あわせて、令和５年度末で機能廃止した老人デイサービスセンターの跡地
に、駐車場を整備することとしており、現時点で移転は検討していない。
・また、豊寿園では、高齢者のニーズに沿った講座を実施するとともに、憩いの場、教養の場を提供
することで、高齢者の健康づくりにつなげていく。
（福祉部　高齢福祉課）

・公園整備計画策定費（２２百
万円）
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通番 種別

地
区
No
.

要望事項 具体的内容 要望事項に対する対応
主な計画事業

（令和７年度当初予算）
その他参考事項

168 上郷 上
郷
地
区
16

市道畝部小学校東線の
整備

県道岡崎豊明線から畝部小学校（指定避
難所）まで大型消防車、バス、災害支援
物資輸送車等の大型車が安全に通行でき
るよう拡幅。

・市道畝部小学校東線の整備については、隣接地権者と調整を行いながら、設計を行っていく。
（建設部　土木課）

・市道改良費２（８６５百万
円）

169 上郷 上
郷
地
区
17

愛環北野桝塚駅周辺整
備

①駅ロータリーの設置
②駐車場整備
③駅周辺の道路整備
④宅地開発（一期工事は実施済み。２期
工事に向けて）

・愛知環状鉄道北野桝塚駅周辺においては、駅が立地する岡崎市の土地利用の動向を注視しつつ、駅
周辺で行われた住宅開発との連続性等を踏まえ、駅を生かした土地利用計画について検討していく。
（企画政策部　都市計画課）

170 上郷 上
郷
地
区
18

市道広美桝塚線の整備
／桝塚東町

①拡幅整備及び、市道のＴ字交差点の改
良
②市道広美桝塚線と市道東桝塚郷東線を
結ぶ
③市道東桝塚東線を延伸し、柳川瀬公園
まで結ぶ

・愛知県が予定している（都）豊田安城線の整備進捗に合わせて、関連市道として拡幅整備を検討し
ていく。（①）
（建設部　幹線道路推進課、土木課）

・Ｔ字交差点の改良、市道広美桝塚線と市道東桝塚東線の接続及び市道東桝塚東線の延伸について
は、愛知環状鉄道北野桝塚駅の周辺整備が具現化されれば、合わせて道路整備を検討していく。（①
②③）
（建設部　土木課）

・歩道設置費（３９９百万円）
・市道改良費１（２５０百万
円）

171 竜神 高
岡
地
区
1

名鉄三河線竹村駅の利
便性の向上と踏切の渋
滞対策

現在竹村駅は、駅前のスペースも少な
く、特に雨天時には、送迎の車の出入り
で、その混雑はたいへん危険な状態と
なっている。名鉄三河線の複線化にあわ
せ、乗降客の利便性の向上と安全対策、
そして踏切の渋滞対策を要望する。

・竹村駅は、歩行者と送迎車両の錯綜等、駅利用者の利便性・安全性に関して課題があると認識して
いる。将来の名鉄三河線複線化を見据えた施設配置について、鉄道事業者と協議を進めるとともに、
喫緊の課題である安全・安心の確保に向け、駅前道路の管理者である愛知県と協議調整を進め、駅前
広場等の検討を進めていく。
（企画政策部　都市計画課）

172 竜神 高
岡
地
区
2

竹村小学校区の公共交
通機関の空白地域の解
消

竹村小学校区は、名鉄三河線竹村駅はあ
るものの、公共交通機関の空白地があ
る。高齢化により運転免許証を返納する
高齢者が増加する中で、病院や商業施設
に通う自家用車に代わる日常的な足を確
保する必要がある。地域バスや、デマン
ド交通など多様な制度を活用した、公共
交通システムの導入を要望する。

・地域内における移動手段の確保については、「自助・共助・公助」による多様な移動手段を組み合
わせ、持続可能な移動サービスを実現していくことが重要である。
・各地域で移動先などのニーズが異なることから、まずは地域が主体となった勉強会等を通じて高齢
者等の移動ニーズを把握することに努め、市も住民共助による取組へ伴走支援を実施するなど、生活
交通のニーズに合わせた取組を行っていく。
（都市整備部　交通政策課）

・住民共助交通推進費（３百万
円）
・地域交通調査等支援事業費補
助金（１百万円）
・共助タクシー運行支援事業費
補助金（１百万円）
・住民共助輸送支援事業費補助
金（２百万円）
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173 高岡 高
岡
地
区
3

都市計画道路の事業化 若林地区内にある都市計画道路の全線早
期事業化を要望する。
現在、若林駅周辺では土地区画整理事業
の計画が進められているが、土地区画整
理事業予定地区内の都市計画道路はその
事業の一部として、また線路より東側の
みが事業化の予定されているでけで全線
を事業化する予定がない。
特に、名鉄三河線若林駅付近連続立体交
差事業が予定どおり進んでいる現在、想
定されていたとおり周辺渋滞を避けた
り、近道をするために多くの通過車両が
進入しており、周辺には小中学校の通学
路もあり交通安全上非常に危険である。
また、将来に向けて若林駅を中心とした
拠点地区周辺での都市計画道路の全線整
備は、南部地区の安全・安心なまちづく
りに大きな効果をもたらすと考える。

・若林地区内の都市計画道路については、まずは、（都）若林東西線の（都）若林駅前線から主要地
方道豊田一色線までの区間の関係機関協議や用地取得などを進めるなど、名鉄三河線若林駅付近連続
立体交差事業に関連する路線の事業推進を図っていく。
・その他の都市計画道路については、土地区画整理事業の計画と整合を図りながら検討していく。
（建設部　街路課）

・街路建設費（７，８２０百万
円）

174 高岡 高
岡
地
区
4

若林東町上り戸（六ツ
辻）交差点の改良

当初、上り戸交差点は、「若林駅周辺土
地区画整理事業」において事業計画地区
内であったが、諸事情により事業計画地
区外とし別事業で進める事とした。
しかし、いまだその計画については示さ
れてはおらず、土地区画整理事業・三河
線複線高架事業やその他周辺道路整備が
進み交差点周辺の渋滞が緩和され交通の
流れが良くなっても、元々この交差点は
変則であるためさらに危険な交差点とな
ることが予想されるため、周辺で進めら
れている事業（区画整理・鉄道高架な
ど）に合わせて、あるいはそれよりも早
く交差点改良を要望する。

若林東町上り戸（六ツ辻）交差点の整備については、土地区画整理事業や名鉄三河線高架事業の完了
後の交通状況を踏まえ、引き続き整備上の課題や事業効果などを整理していく。
（都市整備部　区画整理支援課）
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175 高岡 高
岡
地
区
5

若林神社前交差点改良
及び若林花園線(土地区
画整理地区外)の拡張

若林神社前交差点は、北方面からの車の
多くが右折し若園地区方面に向かった
り、直進先の変形交差点（上り戸交差
点）が渋滞するため、先日、名鉄三河線
若林駅付近連続立体交差事業により整備
された踏切を横断するために右折をする
ため渋滞や接触事故が発生している。
現在、若園地区方面からの往来で若林花
園線を使う車が増え交通量が増加してお
り、通行者や自転車などとの接触や若林
花園線の横断のしづらい状況も発生して
いる。
また、名鉄三河線高架事業の着実な整備
は土地区画整理事業とは関係なく、さら
に若林花園線を利用する人たちの増加を
誘導するので早期に整備を要望する。

・市道若林花園線の拡幅及び若林神社前交差点については、土地区画整理事業の進捗に合わせ、整備
に向けて調整を図っていく。
（建設部　土木課）

176 高岡 高
岡
地
区
6

県道名古屋岡崎線・県
道豊田一色線渋滞・安
全対策

この地域で交差する主要地方道路名古屋
岡崎線、県道豊田一色線付近の道路渋滞
が常に激しい。
その結果、生活道路への車両流入が発生
し近隣生活にも影響している。
また、県道豊田一色線沿いの県営外根住
宅とメグリア若園店の間について横断禁
止の周知活動を行っているが、横断する
人が過去を含め何名も亡くなっている。
県と市の対応を要望する。

・県道名古屋岡崎線と県道豊田一色線が交差する若林東町棚田交差点は、主要渋滞箇所に選定されて
おり、国・愛知県・警察等を含めた関係機関が参加する愛知県道路交通渋滞対策推進協議会を通じ
て、渋滞や生活道路への車両流入の軽減に向けて愛知県に働き掛けていく。
（建設部　建設企画課）

・横断の抑止を図る対策を警察と協議し、愛知県に歩行者も含めた安全確保の強化を働き掛けてい
く。
（地域振興部　交通安全防犯課）

177 高岡 高
岡
地
区
7

若林高架側道３号線と
既存道路との接合

現在、名鉄三河線若林駅付近連続立体交
差事業に合わせ、若林高架側道３号線が
設計されているが、市道役場棚田線との
接合並びに上田橋の両方の道路幅を考慮
すると車・人のどちらも利用がしづらい
と考えられるので、計画の修正を要望す
る。
また同時に、高美町自治区から伸びる市
道団地巡回１号線と若林高架側道３号線
の歩道部分の接続を要望する。

・令和６年度整備に引き続き、市道団地巡回1号線の狭小区間に対して待避所設置を推進していく。
・地元の合意形成が得られれば、市道若林高架側道３号線の歩道部分の接続について整備を行ってい
く。
（建設部　土木課）

・市道改良費２（８６５百万
円）

17



通番 種別

地
区
No
.

要望事項 具体的内容 要望事項に対する対応
主な計画事業

（令和７年度当初予算）
その他参考事項

178 前林 高
岡
地
区
8

名古屋岡崎線堤本町本
地交差点改良

県道５６（平針街道）と県道２８４（知
立宮上線）が交差する堤本町本地交差点
は、近くに大規模工場がありその周辺に
は多くの流通業務施設が立地しており、
通勤時間帯には激しい渋滞が発生し終日
を通して交通量が多い。県においても渋
滞箇所として認識されており、過去にも
多くの事故が発生し本市も対策が必要な
個所として選定している。地域における
交通の要所でもあり早期の右折レーン新
設による交差点改良が求められている。
令和５年度に地元説明も行われており、
用地買収・設計を進め交差点改良の早期
整備を要望する。

・堤本町本地交差点の改良は、愛知県が現在設計を進めており、令和７年度から用地取得に着手して
いくと聞いている。
（建設部　幹線道路推進課）

・愛知県事業：交通安全事業

179 前林 高
岡
地
区
9

民間施設跡地を活用し
た商業施設の立地

前林地域は、平坦な農地を利用した農業
と大規模工場を有する工業を併せ持つ地
域で、大半を市街化調整区域が占めてい
る。そのため、一定規模の暮らしに関連
する生鮮食品店舗が進出できない状態に
あり、一方で、流通業務施設等について
は、関連法に沿って数多く進出している
状態にある。この地域に暮らしている住
民の生活環境の質を確保し、調和のとれ
た暮らしやすい居住環境の維持保全を
図っていくためにも、地権者、事業者、
地元が同意している民間施設閉鎖跡地を
活用し、商業施設立地に向けた本市の協
力を要望する。

・都市計画区域における商業施設は、立地基準に適合する良好な開発行為を前提に検討すべきものと
考えており、市街化調整区域における商業施設立地については、個別に妥当性を判断していく。
（産業部　商業観光課）

【参考事項】
・改良区に対して計画調査業務
委託費を補助
(令和６年度)

180 前林 高
岡
地
区
10

都市計画道路西岡吉原
線の早期事業化と豊田
刈谷線の事業推進

都市計画道路西岡吉原線の早期着工へ向
けた事業推進。また、豊田刈谷線愛知県
区間、豊田市区間における諸課題を早期
に解決し、県と市で情報共有しながら事
業進捗を図っていただくことを要望す
る。あわせて、周辺の市道整備と生活道
路に対する安全対策を要望する。

・（都）豊田刈谷線の本田西岡工区については、引き続き用地取得を行うほか令和６年度に着手した
本線工事を進めていく。
・（都）西岡吉原線についても、引き続き県道宮上知立線から（都）三好ヶ丘駒場線までの区間の用
地取得や関係機関協議を進めるなど、事業推進を図っていく。
（建設部　街路課）

・愛知県が担当する（都）豊田刈谷線大島工区においては、引き続き用地調査を予定しており、市も
連携して事業促進を図っていく。
・また、豊田刈谷線関連市道整備については、地域や関係機関と協議を進め、愛知県と連携して周辺
道路の安全対策に取り組んでいく。
（建設部　幹線道路推進課）

・街路建設費（７，８２０百万
円）
・特定道路建設費（６８８百万
円）
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通番 種別

地
区
No
.

要望事項 具体的内容 要望事項に対する対応
主な計画事業

（令和７年度当初予算）
その他参考事項

181 前林 高
岡
地
区
11

市道堤駒場線高丘新町
地内の歩道狭さく部分
の解消

市道堤駒場線沿い周辺地域は企業進出が
進み、交通量が増加している。当該箇所
の区間のみ歩道が狭く通学路にも指定さ
れており、安全確保のため狭さく部分の
解消を図り歩道の整備を要望する。

・高丘新町地内の市道駒場線の歩道狭さく部については、歩道の拡幅整備を推進していく。
（建設部　土木課、教育部　学校教育課）

・歩道設置費（３９９百万円）

182 前林 高
岡
地
区
12

西の池耐震性の補強、
浸食部分の解消と農業
用ため池としての機能
確保

西の池は本市のため池の中でも耐震面で
特に状態が悪いグループに位置付けられ
ており、地域からも平成２６年より要望
が出されている。隣接する土地が浸食さ
れている状態で、下流域には多くの宅地
がある。耐震性の補強と同時に浸食によ
る民地の回復を図り、畑潅のための水
源、雨水調整のための機能を考慮しつ
つ、地域が望む水環境整備の事業方針を
示し、早期事業化して頂くことを要望す
る。

・西の池の耐震化事業は、愛知県との調整や地元の意向などを踏まえ事業化に向けた検討を進めてい
る。また、浸食地については、耐震化事業では目的が異なるため、別途事業による対応も含め回復の
手法等を検討していく。
（産業部　農地整備課）

【参考事項】
・改良区に対して計画調査業務
委託費を補助
(令和６年度)

183 若園 高
岡
地
区
13

（都）西岡吉原線道路
の整備事業

現在、名鉄高架事業に関連して中根町小
訳までの道路整備が進められている。そ
の先にある中根町地内の名鉄三河線踏切
～吉原町地内（４-２工区）までの都市
計画道路である西岡吉原線の道路整備に
向けて、早期事業化を要望する。

・（都）西岡吉原線（４－２工区）については、若林駅連続立体交差事業に関連する名鉄三河線踏切
から市道若林花園線までの区間において、令和７年度末の高架切替後に工事着手する予定で、その先
の主要地方道豊田一色線までの区間については、関係機関との協議を進めている。
（建設部　街路課）

・街路建設費（７，８２０百万
円）

184 若園 高
岡
地
区
14

中根町永山地内の歩道
橋設置

都市計画道路西岡吉原線の施工に関し
て、小訳交差点の歩道橋が撤去される。
当道路を横断する児童も多く、将来的な
通学路の安全を考慮すると歩道橋が必要
との住民希望もあり、最適な位置に歩道
橋設置していただくよう要望する。

・（都）西岡吉原線整備に伴う歩道橋新設については、小学校や自治区等との協議の結果、近接する
若林駅付近連続立体交差事業の進捗に合わせて名鉄三河線の西側に整備する予定である。
（建設部　街路課）

・街路建設費（７，８２０百万
円）

185 若園 高
岡
地
区
15

馬の背下細池線の整備 トヨタ車体吉原工場から、県道５６号線
（平針街道）までの道路には、大型ト
ラックをはじめ、比較的交通量も多いた
め、拡幅整備を要望する。

・市道馬の背下細池線の道路拡幅整備については、現地踏査等を行っていく。
（建設部　土木課）

186 若園 高
岡
地
区
16

北中根花園線の通学路
整備

北中根花園線の若園中学校に沿った歩道
にラバーポールが設置されているが、通
行する中学生や交流館を利用するための
地域住民も多く、防護柵等及び通学路に
ついてはグリーンベルト等の安全対策を
要望する。

・中学校や交流館直近の歩道であるため、歩行者の安全確保が特に重要な路線と捉え、地下埋設物の
状況を踏まえた交通安全施設の整備を順次進めていく。
・通学路の安全対策については、地元や学校からの通学路整備要望等を踏まえ、安全のみどり線等の
必要となる安全対策を講じていく。
（地域振興部　交通安全防犯課、教育部　学校教育課）

・事故防止対策費（２６３百万
円）
・通学路整備費（６２百万円）
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通番 種別

地
区
No
.

要望事項 具体的内容 要望事項に対する対応
主な計画事業

（令和７年度当初予算）
その他参考事項

187 猿投台 猿
投
地
区
1

越戸こども園環境整備 保育におけるこども園の環境整備は、保
護者の皆さんに対して安全・安心な保育
を提供する上で欠かすことができない。
越戸こども園の駐車場整備は、過去から
拡充はしてきているが、十分な数に達し
ていない。用地買収を含めて、一日も早
い対応を要望する。

・越戸こども園の駐車場用地については、令和６年度中に新たに土地の借地契約を締結する予定であ
る。
・用地の取得又は新たな借地については、駐車場の利用状況を踏まえつつ、必要に応じて検討する。
（こども・若者部　保育課）

188 猿投台 猿
投
地
区
2

前田公園整備推進 前田公園周辺は宅地開発も進み、人口も
増加しており、市民広場条例の位置づけ
から都市公園と位置づけ、公園としての
機能を高めてほしい。現在、問題である
借地を市有地とするための諸課題を解決
すべきである。これにより民芸館、民芸
の森との連携強化により集客が期待でき
る。地主は寄付意向の考えもあり、前向
きな対応を要望する。

・市民広場である前田公園には、個人所有の石碑があることや、近接する平戸橋公園との配置基準
（誘致距離１ｋｍ）など、都市公園法上の課題がある。引き続き民芸館や民芸の森等の周辺施設との
連携による公園機能の向上を図るとともに、地域や地元団体との共働により、これらの課題解決に向
けた取組を行っていく。また、借地の解消に向けては、寄附を受ける上での条件整理等を踏まえ、対
応策の検討を行っていく。
（都市整備部　公園緑地つかう課、美術・博物部　博物館、地域振興部　猿投支所）

189 猿投台 猿
投
地
区
3

矢作緑地平戸橋周辺整
備事業

平戸橋から荒井周辺までの矢作川周辺右
岸について一体性を持たせた緑地公園と
して整備する。猿投台地域会議では、ま
ちづくりビジョンを策定し、地域が主体
となって河川敷の整備活動を展開してい
る。行政任せではなく、まさに共働の精
神に基づいた市民活動を展開している。
河川管理者は愛知県であり、事業をする
上での占有許可など煩雑な事務処理も多
いので市として公園の位置づけ（公園区
域の拡大）をすれば、住民の皆さんの活
動が容易になる。特に、平戸大橋下の空
間は、現在、地域の皆さんが草刈り等を
行っており、せめて広場として環境整備
すべきである。

・平戸橋から荒井町周辺までの矢作川右岸については、矢作緑地の区域内に平戸橋公園、越戸公園、
荒井公園が既に開設されており、当地区において更に新たな公園整備及び公園区域の拡大の予定はな
く、平戸大橋下の空間においても同様である。
・地域主体の河川敷の整備活動について、引き続き協力及び支援を行っていく。
（都市整備部　公園緑地つくる課）
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通番 種別

地
区
No
.

要望事項 具体的内容 要望事項に対する対応
主な計画事業

（令和７年度当初予算）
その他参考事項

190 猿投台 猿
投
地
区
4

平戸橋公園・前田公園
さくら整備事業

両公園は桜の名所として市民に定着をし
ている。特に平戸橋公園は、毎年桜まつ
りを開催し、多くの市民が訪れている。
公園の売りである桜は劣化している。何
十年後には桜が存在しないことが危惧さ
れ、今のうちから整備（植樹等）すべき
であり、早急な整備計画を策定すべきで
ある。桜の問題は当地域だけでなく、豊
田市全体の課題である。一日も早い豊田
市の桜整備も考えるべきである。管理に
ついては民芸館であるが、平戸橋公園規
模であれば、市の公園担当部局、または
猿投支所が行うべきである。

・平戸橋公園や前田公園をはじめ、地域の大切な資源である桜を始めとする樹木の老朽化対策につい
ては、今年度進めている整備計画の策定を踏まえ、植替え等、具体な対策を順次実施していく。
・平戸橋公園の管理については、平戸橋いこいの広場の指定管理者と情報共有して、枯れ木の倒木対
応、高所枝払いなど利用者の安全・安心を重点において管理を行っている。今後も現場をよく知る指
定管理者に加え、地元活動団体などの意見も踏まえ、長期的な視点で管理を進めていく。
（都市整備部　公園緑地つかう課、公園緑地つくる課、美術・博物部　博物館）

・市民広場等維持管理費（８百
万円）
・公園樹木管理費（８４百万
円）
・民芸館管理運営費（倒木等予
防伐採）（１百万円）

191 猿投台 猿
投
地
区
5

名鉄越戸駅のバリアフ
リー対策推進

令和４年度に駅前広場、越戸停車場線が
整備をされた。本来、鉄道事業者が行う
べきバリアフリー対策であるが事業化進
展のかけらもない。高齢社会の進行に対
応するため越戸駅にエレベーターの設置
を市として整備すべきと要望する。過去
に３，０００名以上の皆さんが設置要望
を市長に提出している。

・バリアフリー法の基本方針では、駅利用者数が３，０００人／日以上の場合にバリアフリー化の義
務が発生するが、基準を満たしていない駅は、鉄道事業者の任意である（越戸駅　令和５年度利用者
数９１２人／日）。
・バリアフリー整備の際は、鉄道事業者からの支援要請に基づき、国の補助制度の活用を検討し、連
携を図っていく。
（都市整備部　交通政策課）

192 井郷 猿
投
地
区
6

都市計画道路等幹線道
路の事業化・早期着
工・前倒し早期整備・
早期開通

北郵便局から北部の国道４１９号線の４
車線化の早期実現を要望します。四郷町
森前・四郷町与茂田・四郷町東畑の交差
点の信号に右折専用の矢印信号の設置を
要望する。

・国道４１９号の４車線化については、引き続き事業中である豊田北郵便局北交差点から四郷町与茂
田交差点までの区間の早期完成と、四郷町与茂田交差点から以北の早期事業化を愛知県に要望してい
く。
・右折矢印信号機の新設については、愛知県公安委員会が交通実態調査等により、その必要性を判断
し設置を行っているため、引き続き愛知県へ要望していく。
（建設部　幹線道路推進課、建設企画課、地域振興部　交通安全防犯課）

・愛知県事業：国道４１９号

193 井郷 猿
投
地
区
7

都市計画道路等幹線道
路の事業化・早期着
工・前倒し早期整備・
早期開通

御船町の大釜地域は、大釜橋が唯一の通
路となっており、万が一この大釜橋が崩
落した場合は、大釜地域が孤立する。勘
八侠線の早期整備を要望する。

・（都）勘八峡線は、名鉄三河線廃線敷との交差部の構造を再検討しており、大釜地区の孤立化リス
ク低減や用地取得済箇所の早期整備に向け、令和７年度は掘割部の盛土工事に着手する予定である。
（建設部　街路課）

・街路建設費（７，８２０百万
円）

194 井郷 猿
投
地
区
8

布袋池（猿投運動公園
内）と水無瀬川の親水
公園整備

水と緑のまちつくりのために布袋池（猿
投運動公園内）と水無瀬川の水質保全確
保と近自然化工法などによる水辺・親水
公園化整備とそのための水源確保を要望
する。

・準用河川水無瀬川については、引き続き修繕に合わせて、自然石を用いた工法等により環境整備を
進めていく。
（建設部　河川課）

・布袋池は、水質確認を継続していく。
（生涯活躍部　スポーツ振興課）

・河川修繕費（４４３百万円）
・豊田市運動公園費（１３３百
万円）
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195 井郷 猿
投
地
区
9

豊田市運動公園内部ま
での交通アクセスの整
備

運動公園までのアクセスとして、おいで
んバスがあるが、バス停が公園の外部か
ら５００メートルほど離れたところにあ
り、利用しずらくなっている。公園内部
（野球場前・体育館）にバス停を設けて
利便性を図る事を要望する。

・公園内部のバス停の設置については、対象となるとよたおいでんバスさなげ・足助線が、猿投駅、
四郷駅、浄水駅の各鉄道駅と接続する路線であることから、鉄道とバスのダイヤの整合性等を踏まえ
る必要がある。まずは、当路線の「運動公園」バス停の利用者のニーズや利用状況の把握に取り組ん
でいく。
（都市整備部　交通政策課）

196 井郷 猿
投
地
区
10

旧名鉄路線敷を活用し
た山村振興、観光資源
の確保

豊田市に移管された線路敷地の利活用に
より山村振興、観光資源の再建に取り組
むべきことを要望します。

・線路敷地については、地域団体等が中心となって旧駅舎の保存や環境保全活動等が行われており、
今後も有効に活用していく。
（都市整備部　交通政策課）

197 猿投 猿
投
地
区
11

(仮)加納２号橋新設事
業（市道加納１号線）

市道加納１号線は、供用開始後１５年以
上が経過するも、加納川に架橋されてい
る橋は、新設されず現在に至っている。
その理由は県河川の拡幅計画に合わせ事
業化するとのことであるが、いまだ河川
の事業化のめどもなく、現橋梁幅員が２
メートルと狭く危険であるため早期の事
業化が必要である。

・加納川の改修時期が不明であるため、橋りょう架け替えの代替案を検討していく。
（建設部　土木課）

・市道改良費２（８６５百万
円）

198 猿投 猿
投
地
区
12

地域の文化財を生かし
たまちづくり事業の推
進

猿投神社周辺には、平成２９年に旧龍性
院庭園が国の文化財指定を受け、平成２
９年～３０年で保存活用計画がまとめら
れた。また令和元年に山中観音堂の文化
財指定、令和３年１月に山中観音堂千手
観音が県文化財にされた。今後、これら
の地域文化財を生かしたまちづくり事業
が求められ、棒の手会館のリニューアル
事業とともに次期総合計画において整備
されることを要望する。

・名勝旧龍性院庭園や山中観音堂など猿投神社周辺の文化財については、今後もその魅力や価値を損
なわないように適切な管理や支援を行っていく。
・棒の手会館の展示リニューアルについては、地域や保存会の意見を確認した上で、展示設計を作成
していく。
（美術・博物部　文化財課）

・地域文化財を生かしたまちづくりについては、歴史や文化に加え観光など貴重な地域の文化財の魅
力を広める様々な視点から、文化財の総合的かつ一体的な保存と活用を推進し、地域住民と共に取り
組んでいく。
（産業部　商業観光課、美術・博物部　文化財課）

・旧龍性院庭園保存活用整備費
（１０百万円）
・棒の手ふれあい広場　施設整
備費（１０百万円）
・史跡・天然記念物等保存整備
費（６百万円）

199 猿投 猿
投
地
区
13

国道４１９号の４車線
化事業

本路線は、豊田市中心部と瑞浪市を結ぶ
幹線道路であり、近年朝夕には与茂田交
差点～亀首児童交差点が渋滞している。
現在、四郷区画整理事業に合わせ順次整
備するとのことを聞いており、引き続き
愛知県に対し早期事業化を求める要望書
の提出をお願いする。

・四郷町与茂田交差点から以北の国道４１９号の４車線化については、豊田藤岡ＩＣ以北の西中山バ
イパスが事業化された。
・豊田藤岡ＩＣ以南までの区間についても、引き続き早期事業化を愛知県に要望していく。
（建設部　建設企画課）

・愛知県事業：国道４１９号
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200 保見 猿
投
地
区
14

市道事業化・早期着
工・前倒し早期整備
伊保貝津線の延伸　伊
保町～保見町

現在、県道名古屋豊田線が、朝夕の渋滞
により地域住民の生活に影響が出ている
状況である。伊保町にあるトヨタ紡織は
じめ企業従業員の通勤や工場に出入する
トラック等による渋滞が発生し、交通事
故も増えている。市道整備により県道名
古屋豊田線の渋滞緩和と歩車分離が進
み、地域住民の安全確保ができる。現
在、県道加納東保見線への接続に向けた
ルート（貝津町～東保見町）で、整備を
検討いただいているが、保見町までの延
伸を要望する。

・市道伊保貝津線延伸については、まずは貝津町から東保見町までの道路整備に向けて、地権者への
説明、関係自治区と調整等を行いながら、補償物件の調査を進めていく。
（建設部　土木課）

・市道新設費（４６６百万円）

201 保見 猿
投
地
区
15

保見町から伊保町にか
けての緑の外環の廃止

現在、市が定める緑の外環を廃止するこ
とを要望する。保見町から伊保町にかけ
て、指定されている緑の外環は制定され
た平成３０年と比べ、都市事情が変化
し、現在では当初目的から外れており、
廃止することが妥当と考える。市街地周
辺にある都市近郊林や農地からなる環状
緑地帯として位置づけられ、生物多様性
の保全や都市の景観形成を維持するため
とされているが、現在では都市の形成を
阻んでいる状況と考える。保見地域の緑
の外環は名鉄豊田線浄水駅と愛知環状鉄
道保見駅・貝津駅に挟まれた地域にあ
り、これから本市の都市形成において、
開発を進めるべきところであると考え
る。市民にとって、利便性の高いところ
を都市開発することは大変有意義であ
る。

・緑の外環保全区域は、現在の第８次総合計画における土地利用基本構想の中で、市街地の無秩序な
拡大の抑制を目的に位置付けている。
・社会環境の変化、市民のライフスタイルが多様化する中、第９次総合計画の将来都市構造の考え方
を踏まえ、検討を進める次期土地利用関連計画において、緑の外環を含む緑の骨格構造について整理
していく。
（企画政策部　都市計画課）
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202 保見 猿
投
地
区
16

保見町から東保見町に
かけての土地区画整理
事業

現在、本市において進める都市づくりは
コンパクト＆ネットワークとされてい
る。利便性の高い地域に都市開発をする
ことが有意義と考え、愛知環状鉄道保見
駅周辺を開発することが市が定める駅周
辺の開発と合致している。保見町から伊
保町にかけて広がる農地は、農業振興農
地のため開発をすることが出来ず、農業
を継続して行うことを希望する住民は皆
無となっている。農業振興政策は現在で
は当初目的から外れており、開発を進め
るべきと考える。保見地域は名鉄豊田線
浄水駅と愛知環状鉄道保見駅に挟まれた
地域にあり、これから本市の都市形成に
おいて開発を進めるべきところであり、
この地域を土地区画整理事業で開発する
ことを要望する。

・保見駅周辺のまちづくりについては、えきちか居住誘導エリアなどの第９次総合計画における将来
都市構造の考え方を踏まえつつ、地域主体のまちづくりについて支援していく。
（企画政策部　都市計画課）

203 保見 猿
投
地
区
17

都市計画道路区間の早
期事業化・早期着工
県道豊田知立線田籾～
三好ケ丘　名古屋豊田
線　田籾～亀首

地域内にある都市計画道路の早期事業化
を要望する。理由①国道１５５号及び県
道名古屋豊田線の交通量の増大から慢性
的渋滞があり、また子供たちを交通事故
から守る為。理由②広域交流・都市間交
流を支える道路である国道１５５号が片
側１車線であり、日常的に渋滞が発生し
ている。隣接する長久手市、日進市から
通勤者の車が流入している。また企業誘
致の面からも交通事情が改善されなけれ
ば誘致が難しい状況である。市が進める
経済都市の成長と安全・安心な街づくり
の為には早期事業化が重要である。また
県道名古屋豊田線は尾張三河と信州方面
を結ぶ伊奈街道 (明治以降は飯田街道)
と呼ばれ、物流の重要な道であった。豊
田市は東西に走る道が少なく、慢性的に
渋滞が発生する状況の為、周辺の街が発
展できずに、すたれてしまった。③南北
バイパスの南バイパスが令和８年に開通
が見込まれ、保見地域への車の流入が増
加すると考えられる。交通渋滞対策を考
える必要があり、早期に対策を要望す
る。

・（都）豊田知立線及び（都）名古屋豊田線は、今のところ事業化は未定であると愛知県から聞いて
いる。
・広域交流・都市間交流を支える両路線は、地域交通の円滑化に寄与し、暮らしの質の向上を図る幹
線道路でもあることから、周辺土地利用の状況や交通課題、周辺幹線道路ネットワークの整備状況を
踏まえ、愛知県に働き掛けていく。
（建設部　建設企画課）
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204 保見 猿
投
地
区
18

規制緩和　駅周辺の開
発許可　愛知環状鉄道
保見駅、貝津駅、篠原
駅の周辺の開発

保見地区には愛知環状鉄道の駅が４駅あ
り、利便性の高い駅周辺の開発許可を要
望する。人口減少は中山間地だけの問題
ではなく、保見地域においても喫緊の問
題となっている。早急に住宅開発をし
て、人口減少を止めなくてはいけないと
考えている。豊田市が今後進める駅近居
住地域として開発を考えた場合、現在あ
る規制を外すことなく開発はできない。
農業振興農地をどのようにするのか、考
えるべきである。

・保見地区における愛知環状鉄道各駅の周辺は、八草駅を除き市街化調整区域であり、原則市街化を
抑制すべき区域である。
・市街化調整区域における住宅開発については市街化調整区域内地区計画運用指針により、要件を満
たした開発を許容している。
・生産性の高い優良農地である農振農用地は原則保全すべきであるが、メリハリのある土地利用によ
り都市的な土地利用と農地との調和を図っていく。
（企画政策部　都市計画課、産業部　農政企画課）

205 石野 猿
投
地
区
19

中金小学校通学路国道
１５３号線歩行者用信
号の設置

中金町日影の国道１５３号線の信号交差
点は歩行者用信号機がない。視線の低い
小学校低学年の児童は車両信号機を見落
とす可能性があり、国道を横断すること
で大変危険である。黄色信号で児童が気
付かず横断歩道を渡った場合、車両が急
いで交差点を抜けようとする車にひかれ
てしまう可能性がある。中金町、城見
町、野口町、中切町の児童が登下校で渡
る交差点のため、児童の安全確保と命を
守る整備を要望する。

・歩行者用信号機の設置については、愛知県公安委員会が交通実態調査等により、その必要性を判断
し設置を行っているため、引き続き愛知県へ要望していく。
（地域振興部　交通安全防犯課）

206 石野 猿
投
地
区
20

ラムサール登録湿地で
ある上高湿地の避難所
設置

ラムサール登録されている上高湿地にお
いて、湿地内では携帯電話の電波のすべ
てが全キャリアにおいて圏外であり、か
つ上鷹見小学校の児童および上高湿地を
守る会が年間１５回以上湿地保全活動を
行っており、近年激しくなっている突然
の大雨や落雷が起こった場合に命を守る
べき避難所がない。子どもたちや保存会
の方の安全・安心を踏まえ活動していく
為にも、環境を考慮したうえで、早急に
避難所の設置を要望する。

・現在上高湿地を守る会と協議しており、今後の上高湿地の保全・活用の在り方を含め、避難所の必
要性、活用方法などを検討していく。
（環境部　環境政策課）

・湿地保全促進費（１３百万
円）
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207 石野 猿
投
地
区
21

市道東広瀬２号線と県
道３５５号島崎豊田線
の交差点　横断歩道の
設置

令和４年度に下切区長より市道広瀬２号
線と県道３５５号島崎豊田線の交差点に
横断歩道設置要望が出されており、令和
４年度内に横断歩道設置予定とのことで
あったが、いまだ設置されていない。通
学路にもなっており、車の通行量も増え
ているため早急に横断歩道の設置を要望
する。

・横断歩道設置に向けて、市としても必要な整備を行うとともに、早期設置を愛知県へ要望してい
く。
（地域振興部　交通安全防犯課）

208 石野 猿
投
地
区
22

東広瀬こども園駐車場 下切、石野、勘八地区で転入者の方が増
え、それに伴い東広瀬こども園の入園者
が増え大変喜ばしい事ではあるが、こど
も園駐車場の出入り口が一か所しかない
為、保護者の皆さんが県道にて待機する
ことが多くあり特に雨の日は普段歩いて
登園される方も車を利用され安全・安心
の観点から駐車場の整備拡充が必要であ
る。また、現駐車場に隣接する土地は自
治区の方が地主の方に頼まれて草刈りを
しており、保育園の駐車場として活用し
てもらってはどうかと提案がある。

・東広瀬こども園の駐車場の出入口については、混雑時に保育士等が車両誘導を行うなどの対応をし
ている。
・駐車場の整備拡充については、令和６年度中に行った近隣広場の賃貸借により必要台数を確保でき
ているものと考えている。
・現駐車場の隣接地の活用については、駐車場の利用状況を踏まえつつ、必要に応じて検討する。
（こども・若者部　保育課）

209 石野 猿
投
地
区
23

石野中学校の通学路整
備

石野中学校の通学路として、国道１５３
号線中金町ＪＡから力石の中学校までの
歩道が大変狭く自転車と歩行者が通学し
ており、国道を大型車が走行すると風圧
で自転車が転倒し場合によっては死亡事
故が発生することが考えられる。地域の
宝である子どもたちを守るためにも、廃
線敷きを利用した通学路整備を主体と
し、、防災上の避難ルートとしての活用
もできる道路整備を要望する。

・道路整備については、現地踏査等を行い、安全な通学路確保に向けて、学校関係者や関係部局と調
整していく。
（教育部　学校教育課、地域振興部　交通安全防犯課、建設部　土木課）

210 松平 松
平
地
区
1

豊田市松平体育館にお
ける競技場(アリーナ)
への(冷暖房)空調設備
の導入

豊田市松平体育館は、若年者から高齢者
まで幅広い市民の利用がされているが、
地球温暖化の影響により、夏の暑さ対策
等が年々深刻化しており、大規模災害時
の避難所施設としての環境整備も喫緊の
課題であるため、同施設への空調設備の
導入を要望する。

・スポーツ施設の体育館アリーナへの空調設備導入は、費用対効果や環境への影響などを考慮し、総
合的に検討していく。
（生涯活躍部　スポーツ振興課）

・体育施設整備費（１７百万
円）
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211 藤岡 藤
岡
地
区
1

藤岡支所周辺道路網整
備

藤岡北部および小原地区西部と市街地を
結ぶ道路として県道北一色東広瀬線が利
用され、その途中まで片側一車線整備が
完了しているものの、途中から幅員が狭
小となっている。
本県道は瀬戸市から豊田市への通勤の利
用も多い。
しかし、多くの車両は国道４１９号を利
用し、藤岡南部や豊田市街地に移動をす
るため、道路狭隘部分で渋滞がある。
藤岡飯野町交差点の交通量調査を実施
し、現状を確認するとともに、幅員の広
い市道の新設または現道拡幅を要望す
る。
関連市道：
60111　藤岡北一色迫線
60116　藤岡飯野迫線
60327　藤岡飯野駄知線

・藤岡地域核エリアの道路整備について、支所を含む関係部局との調整を踏まえ、必要な調査等を
行っていく。
（建設部　土木課）

212 藤岡 藤
岡
地
区
2

藤岡木瀬瀬戸線道路拡
幅

藤岡木瀬瀬戸線は、藤岡北部や瀬戸市
と、藤岡東部や小原地区を結ぶ道路とし
て、多くの人が利用をしている。
また、藤岡地区の上水道の基幹施設であ
る、石飛配水場も本市道を利用して送
水・管理をされている。
しかし、道路途中から狭隘となってお
り、一部舗装がされていない区間もあ
る。
道路拡幅および路面舗装を要望する。
関連市道：
60108　藤岡木瀬瀬戸線

・道路拡幅については、道路の利用状況の把握のため現地踏査等を行っていく。
（建設部　土木課）

・舗装修繕については、地域において隣接の土地所有者との調整が整い次第、順次実施していく。
（建設部 道路維持課）

・道路修繕費（２，１７８百万
円）
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213 藤岡 藤
岡
地
区
3

藤岡地域核エリア整備 支所・交流館の合築建替えを中心とした
藤岡地域核エリアの整備について、令和
４年にアクセス道路の整備を終え、一連
の都市再生整備計画事業が完了したもの
の、以降の藤岡地域核エリアのまちづく
りを推進していくための予算および計画
が見受けられない。
飲食店など商業店舗が減少を続け、子育
て世代が他地区へ移り、人口減少、高齢
化が加速する現状を看過すべきではな
く、支所・交流館始めハード整備完了の
節目を好機と捉え、藤岡地区として日常
生活を支えるために必要な生活機能を整
理し、地域核および居住促進地区として
のビジョンを示す計画の策定ならびに持
続可能な賑わい創出と地域資源の有効利
用を要望する。
また、藤岡支所の南部方面からの利便性
向上に向けた国道４１９号から乗り入れ
る市道の新設をはじめとした、令和６年
６月２６日に藤岡地域より要望があった
地域核周辺整備に向けた施策の早期実現
を要望する。

・持続可能な藤岡地域核エリアのにぎわい創出に向けて、支所周辺における居住の集積によるまちづ
くりを実現するため、庁内関連部局間の横断的な調整協議とともに、引き続き交流館、商工会及び観
光協会など地域と連携して、支所・交流館施設の拠点性強化に向けた取組を進めていく。
（企画政策部　都市計画課、地域振興部　藤岡支所）

214 藤岡 藤
岡
地
区
4

市道藤岡飯野広瀬線改
良整備

市道藤岡飯野広瀬線改良整備は歩道もな
く、通学児童や高齢者が交通事故の危険
にさらされている。
一部では改良を進めているものの、歩道
のない区間も多く残る。また、グリーン
クリーンふじの丘建設時の地元住民の約
束条件であるため、早期の改良整備を要
望する。
また区域内の飯野川に架かる昭和橋の歩
道部分が新設した歩道と向かい側にある
ため、連続して歩道空間を歩くことがで
きないため、歩道空間の付け替え、もし
くは歩道橋の新設を要望する。
関連市道：
60110　藤岡飯野広瀬線

・令和６年度までの歩道整備に引き続き昭和橋を含む北側の道路において、歩道設置のための調査及
び検討を進めていく。
（建設部　土木課）

・歩道設置費（３９９百万円）
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215 藤岡 藤
岡
地
区
5

御作こども園遊休地の
有効利用

御作こども園は令和４年から休園とな
り、今後の対応を地元自治区と相談の
上、決定していくとしている。
こども園としての利用が見込まれない
中、施設としては依然として利用できる
状態にあるほか、令和５年には急傾斜地
の治山工事も終了しており、今後も有効
活用が期待される。
御作小学校の放課後児童クラブは理科室
を使用し、備品は理科準備室に保管され
ているなど運営環境の改善策としての利
用も見込まれる。
また子育て施設から高齢者施設としての
用途変更なども検討の余地はある。
地域の実情に合わせた公共施設の有効活
用を要望する。

・現在休園中の御作こども園は、将来的な園運営の可能性が低いため令和６年度末をもって閉園す
る。
・活用策については、地域の実情や施設の特性、周辺環境などを踏まえ、検討していく。
（こども・若者部　保育課、総務部　財産管理課、地域振興部　藤岡支所、企画政策部　資産経営
課）

216 藤岡南 藤
岡
地
区
6

国道４１９号バイパス
の早期着工

国道４１９号西中山地内の渋滞緩和のた
め、早期着工を要望する。令和元年８月
２４日国道 ４１９号４車線化整備促進
期成同盟会を設立　（４月２６日総会に
おいて次期事業化個所は東海自動車道豊
田藤岡インター西のロータりーから現道
４１９号までと決定した。今後、本庁に
要望）

・国道４１９号西中山バイパスは、愛知県が（都）藤岡インター線交差部から北側区間の設計を進め
ている。
・用地未取得の区間については用地調査を進めており、用地取得済区間については引き続き一部工事
を実施していると聞いている。
（建設部　幹線道路推進課）

・愛知県事業：国道４１９号

217 藤岡南 藤
岡
地
区
7

県道北一色東広瀬線田
茂平地区歩道・横断歩
道設置

歩行者の安全確保するため、早期の歩道
設置を要望する。
（令和３年４月２１日愛知県豊田加茂建
設事務所森道路整備課長と伊藤課長補
佐、三宅田茂平自治区長始め役員様、鈴
木県議と現地視察をした。）

・県道北一色東広瀬線は、愛知県が歩道設置を進めており、川側の歩道設置が完了し、山側の用地取
得完了後、整備工事に着手すると聞いている。
（建設部　幹線道路推進課、地域振興部　交通安全防犯課)

・愛知県事業：県道北一色東広
瀬線

218 藤岡南 藤
岡
地
区
8

西中山町辻貝戸交差点
改良工事

広瀬工業団地、愛知県緑化センター、昭
和の森へ国道からアクセスする市道との
交差点で、特に国道南から西広瀬工業団
地に向かう右折車両と国道北から通学す
る児童・生徒の横断が交錯して渋滞が激
しくなっている。
また、東側高台に新たな住宅団地が販売
を開始したことから、今後更に朝夕の渋
滞が予想されるので、右折車両信号の設
置等早急な対策を要望する。

・西中山町辻貝戸交差点の通学路の安全確保及び渋滞対策は、交差点部の歩道設置及び一部車線の拡
幅を進めている。
・令和７年度の完了に向け、整備工事を実施していく。
（建設部　幹線道路推進課）

・市道改良費１（２５０百万
円）
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219 藤岡南 藤
岡
地
区
9

深見常楽交差点県道深
見亀首線（北側）歩道
設置

国道４１９号に接続する路線（交差点）
は、小・中学校の通学路としての利用を
はじめ、高校生の通学やバス停へのアク
セスなど、地域に幅広く利用されてお
り、歩道の設置が早急に必要な交差点で
ある。
猿投神社方向の道路の片側（団地側）は
児童が通学路として通行するもののポス
トコーンのみの設置となっている。安全
向上が図られているものの、強度は無く
防護柵としての役割はない。小中学校の
通学路でもあるのでガードレールもしく
はガードパイプの設置を要望する。

・県道深見亀首線は、愛知県が歩道設置に向け、令和７年度から用地調査を進めていくと聞いてい
る。
（建設部　幹線道路推進課）

・愛知県事業：交通安全事業

220 藤岡南 藤
岡
地
区
10

西中山町崩ヶ崎浸水対
策の対応工事

豪雨が発生すると、住宅地内の道路が一
部浸水するため、早期の工事を要望す
る。

・現在当該箇所の浸水被害を軽減するための対策を検討している。今後早期対策実施に向けて、詳細
な設計を進めていく。
（建設部　河川課）

・排水路改良費（５４８百万
円）

221 小原 小
原
地
区
1

山村地域における移住
定住に結び付く市営住
宅の建設／小原地区

山村地域への移住定住の促進施策は、空
き家・空き地情報バンクや２戸２戸作戦
宅地分譲事業などを中心に現在実施され
ているが、空き家の供給不足や宅地分譲
の供給不足などから、結果的に移住・定
住が進んでいない現状にある。子育て世
帯が極端に減少している山村地域の打開
策として、小学校区の居住促進地区など
地域を限定して小規模な市営住宅（山村
地域活性化住宅）を建設し、期限と対象
者を限定して子育て世帯の入居を募る、
移住・定住施策を強く要望する。

・山村地域活性化住宅の新たな建設については現時点では予定していないが、入居者が地域コミュニ
ティに参加し、地域への定住につなげるまでを一つのパッケージとして地域や支所と協力して取り組
んでおり、引き続き既存の住宅を最大限活用する運用を行っていく。
（都市整備部　定住促進課）

222 小原 小
原
地
区
2

和紙のふるさと敷地を
切土造成し、遊休農地
を盛土造成する／永太
郎町

和紙のふるさとは、愛知県所有の敷地に
豊田市所有の建物が無償借地で立地され
ている。愛知県の承諾を得て国道４１９
号に隣接する保安林部分の敷地の測量と
地質調査を実施し、今後切土造成の実施
に向けて、保安林の解除やその他の諸手
続きによって切土造成が可能であるか、
また、近隣の荒廃農地の２戸２戸作戦宅
地分譲事業地への盛土材として適切な土
砂であるかの調査を実施することを要望
する。

・和紙のふるさとの国道４１９号と接する部分の切土造成については、和紙のふるさとの機能の在り
方に関する検討が必要であり、その方向性を踏まえて、測量・調査等の必要性を検討していく。
・また、敷地は愛知県所有であり、調査に当たっては愛知県と連絡調整を図る必要がある。
（地域振興部　小原支所）
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223 小原 小
原
地
区
3

和紙のふるさとの造成
敷地に「里の駅」など
地域拠点をつくる/永太
郎町

小原地域には他の山村地域に比べて象徴
的な地域拠点がない。したがって、和紙
のふるさと造成敷地の切土造成地に「道
の駅」や「防災拠点」、「子どもの学び
舎」などを建設し、当該地区の活性化や
雇用の創出、地域の農産物の販売など
「おばら里の駅」を運営すると共に「和
紙のふるさと」や「緑の公園」との相乗
的な発展を図ることを地域会議など小原
地域住民全体が切望している。

・小原地域会議では令和６年度からの１０年間を計画期間とするまちづくり計画である第２期おばら
みらいプランを策定し、その重点事業として「生活文化交流拠点事業」が位置付けられている。その
中核的事業となる「里の駅」の整備については、まずは必要な機能や、既存施設を活用した整備手法
などについて、地域と共働して検討する。
（地域振興部　小原支所）

地域課題解決事業費／地域定住
対策費（２百万円）

224 小原 小
原
地
区
4

川見四季桜の里 災害復
旧及び回遊路整備 回遊
橋梁整備／川見･雑敷町

川見四季桜の里については、愛知県も積
極的に整備を応援して頂ける。令和５年
６月２日の豪雨災害によって発生した土
砂崩れの災害復旧は愛知県豊田加茂農林
水産事務所 森林整備課が工事を施工し
てくれる。また、それに付随して回遊歩
経路の整備と回遊橋梁の整備など田代川
の両岸回遊歩道を豊田市が総合的に整備
することによって、持続的な観光地とし
て整備することを要望する。

・豪雨災害によって川見四季桜の里の遊歩道も被害を受けており、愛知県の災害復旧事業に合わせ
て、市は令和６年度に遊歩道の復旧を行っている。
・四季の回廊費（施設整備費・施設管理費）により、災害等により荒れた回遊路等の修繕等を行い、
持続的な観光地としての整備を図っていく。
・田代川両岸の回遊歩道等の整備については、四季の回廊ミュージアム構想に基づく事業は一旦完了
しており、現時点で新たな整備は考えていないが、引き続き観光客の導線の分析等を進めていく。
（地域振興部　小原支所）

四季の回廊費／施設整備費
（１８百万円）
四季の回廊費／施設管理費
（５百万円）

225 小原 小
原
地
区
5

市道簗平川下・小原大
草足助線／簗平・川
下・李・鍛冶屋敷・小
原町

国道４１９号と県道豊田明智線（小原、
足助地区を結ぶ）重要市道であるととも
に、観光拠点である四季桜の里と香嵐渓
などを結ぶ観光バス路線としての重要性
が高い。
観光シーズンにおける大型観光バスの通
行を前提に地域住民等の車両と安全に対
面通行および待避所設置による安全走行
に結びつく視距改良・道路改良を引き続
き要望する。

・令和６年度の整備に引き続き、狭小区間に対して待避所設置や視距改良などの整備を進めていく。
（建設部　土木課）

・市道改良費２（８６５百万
円）

226 足助 足
助
地
区
1

香嵐渓１００年プロ
ジェクトの推進

香嵐渓飯盛山のモミジは、生育環境の悪
化や樹勢の衰えがあり、景観の質の維
持、向上を図る整備を推進すること。あ
わせて、通年の観光地化、市民に愛され
る場を目指し、将来にわたり景勝地とし
て継承されるための仕組みづくりを地域
とともに構築すること。

・令和５年度に策定した樹木整備実施計画及び樹木管理マニュアルに基づき、モミジの育成に影響を
与える巨木化したスギの伐採を実施するとともに、日頃のメンテナンスを地域との共働により実施し
ていく。
・通年の観光地化及び市民に愛される場を目指し、令和６年度に策定した香嵐渓活性化計画に基づ
き、活性化に向けた取組を推進する。
（地域振興部　足助支所）

香嵐渓費／再整備費（２５百万
円）
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227 足助 足
助
地
区
2

山村地域を守る交通シ
ステム整備事業

急激な人口減少や後期高齢者の増加、地
域バスの乗務員不足が続く山村地域に適
応した持続可能な交通システムの確立を
要望する。特に令和5年10月から運行本
数の増加など改編をした地域バスについ
ては、中間評価も踏まえ効果的な地域バ
スの運用に加え、地域の生活に欠かせな
い移動手段を、多様な手段で確保するこ
とで、高齢者等交通弱者の自立した生活
の支援と積極的な社会参加につなげ、山
村地域で暮らすあらゆる人の健康づくり
と住み慣れた地域での快適な暮らしを実
現すること。

・山村地域における快適な暮らしを実現するためには、「自助・共助・公助」による多様な移動手段
の確保が重要である。
・公助においては、評価を踏まえて、令和５年１０月の改編により増便した各地区週２便の運行を継
続していく。
・共助については、令和６年度行った住民アンケート調査結果のニーズを踏まえ、新しい共助による
仕組みを引き続き検討していく。
（地域振興部　足助支所）

地域活動推進費／足助地域バス
運行費（４６百万円）

228 足助 足
助
地
区
3

特色ある子育て環境構
築の推進

少子化は全市の共通課題であるが、この
地区は特に小規模小学校が多く、小学校
の統廃合はこども園、放課後児童クラ
ブ、親のつながり、スクールバス運行な
ど地域の子育て環境に大きく影響するも
のである。そのため小規模校の在り方に
ついて統廃合ありきでなく、地域の声も
良く聞き、子どもにとってあるべき環境
を考え、次世代の保護者にもこの地域が
選択してもらえる特色ある子育て環境を
検討すること。

・足助地区には１０の小学校があり現在の児童数は約３００名であるが、６年後には約１５０名と半
数程度まで減少すると想定される。地域や保護者、こどもの声を踏まえ、こどもたちにとって望まし
い教育環境や、保護者にも魅力ある教育環境を検討する。
・子育て環境に関する課題や対応策などについて、地域会議等の機会を通じて、地域や保護者の声を
聴取する中で、足助支所と教育委員会において情報共有をしていく。
（教育部　教育政策課、地域振興部　足助支所）

・事務局事務費（８百万円）

229 足助 足
助
地
区
4

伝統的建造物の保存・
活用と足助まちづくり
ビジョンの推進

この地区の中心エリアは重要伝統的建造
物群保存地区に選定され、その修理等に
は補助金が受けられるなどのメリットが
ある一方、修理等は厳しい基準に従わな
ければならず、事実上は除却も許されな
いなど大変な制約を受けている。このよ
うな中、空き家や必要な修理がされない
家が増加している。修理等補助金枠の増
額や地域団体等が実施する事業等への支
援をすること。また、市が所有する伝統
的建造物の整備を行い、保存・活用を積
極的に推進し、このエリアを地域の核と
して再生し、持続可能な地域への転換を
図ること。

・令和３年度に特定物件の現況調査を行い、所有者に建物の状況をお知らせするとともに、修理が必
要な場合は補助の活用を勧めることで、修理事業へとつなげている。
・重要伝統的建造物群保存地区選定から１０年以上経過する中で、建物所有者の代替わりが増え、伝
統的建造物群保存地区に関わる規制等のルールや補助制度等への理解が不十分となってきているた
め、『伝建ガイドライン』をより分かりやすく改訂し、重要伝統的建造物群保存地区を活用したまち
づくりの意義の理解促進を図っていく。
・修理事業に対する補助の率及び上限額は、他地区に比べ高く設定している。
（美術・博物部　文化財課）

・地域団体等が行う空き家対策等に対して、専門的知識を有するアドバイザー派遣等、適切な支援を
行っていく。
・足助の中心部を地域の核として再生するため、市が所有する旧田口家住宅の修理・活用に向けた検
討を進める。
（地域振興部　足助支所）

・重要伝統的建造物群保存事業
補助金（６８百万円）
・足助伝統的建造物群保存地区
管理費（２百万円）
・地域活動推進費／観光まちづ
くり推進事業費(２百万円)
・地域課題解決事業費／足助地
区空き家店舗活用補助金（３百
万円）
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230 足助 足
助
地
区
5

公共施設の再生・利用
促進

旧足助町では、観光まちづくりのための
公共施設（百年草、三州足助屋敷、足助
町並み活性化施設など）を多く有してお
り、合併後は公の施設として整理され、
指定管理者が管理運営している。これら
の施設は、老朽化が進み、利用者の減少
も著しいが、この地区にとって施設が存
在する意義は重く、必要な改修等により
早期に再生を行い、利用を促進するこ
と。

・公の施設として日頃の管理を徹底するとともに、必要な修繕を適切な時期に実施していく。
・観光によるまちづくりをエリア全体で推進していくため、必要な調査、計画を策定し、公共施設の
利用促進を図る。
（地域振興部　足助支所）

・一般観光施設費／施設管理費
（１０百万円）
・香嵐渓費／施設管理費（１２
８百万円）
・香嵐渓費／施設整備費（２１
百万円）
・百年草費／管理運営費（７２
百万円）
・地域文化財管理費／足助地域
文化財管理費（１百万円）
・地域文化財管理費／城跡公園
足助城管理費（９百万円）
・地域課題解決事業費／地域観
光交流費（１２百万円）

231 足助 足
助
地
区
6

足助支所庁舎新築（建
替え）の早期実現

足助支所の新築については、経済状況の
悪化から延期されている状況にあるが、
施設の老朽化が進み、災害時における拠
点施設としては不安が残る状況であるた
め、早期に計画の再検討・実行に着手す
ること。なお、計画にあたっては、単な
る支所の建替えではなく、これからの人
口減少や超高齢社会を踏まえ、複合地域
核としての足助地区、山村地域、豊田市
全域といった視点からの支所機能の在り
方を見出す必要がある。

・足助支所庁舎の新築（建て替え）については、足助地区のまちづくりにおける位置付けのみなら
ず、山村地域の広域的な生活の拠点としての行政機能のあり方の視点から再検討が必要となる。
・足助地域核エリア再生事業で検討してきた方向性を踏まえた足助地区の公有財産の利活用、集約
化、そして防災の視点も勘案し、引き続き検討していく。
（地域振興部　足助支所）

232 下山 下
山
地
区
1

トヨタ自動車研究施設
の本格稼働に伴う宅地
整備

トヨタ自動車研究施設の本格稼働に伴い
３，５００人の従業員が働く事になる。
地域の人口減少に歯止めをかけるため
に、従業員を下山地区に呼び込む住宅整
備の実現に向けて宅地を確保出来るよう
にし、関係団体や事業者に働きかける事
を要望する。

・２戸２戸作戦宅地分譲事業などの定住事業を推進するほか、地域の定住促進組織と連携し、宅地利
用可能な空き地の発掘を進める。
・また、地区外から研究施設に通勤する勤務者などのニーズに応じて、空き家・空き地情報バンクの
活用、空き地や農地を活用した宅地利用などを進めていくほか、宅建協会などの民間団体等にも働き
掛けていく。
（地域振興部　下山支所、地域支援課）

・地域活動推進費／定住促進費
（１百万円）
・地域課題解決事業費／地域定
住対策費（４百万円）

233 下山 下
山
地
区
2

三河湖周辺の観光整備 三河湖湖周辺は、下山地区の観光の核と
なっている。WRCのＳＳ会場にもなって
おり、世界に向けた放映も予定されてい
るなど、注目を集める事が期待される。
今後、アクティビティを中心とした観光
に力を入れて行く計画であり、三河湖左
岸の道路の整備を始めネット環境や観光
環境など三河湖を中心とした観光地とし
ての整備を要望する。

・下山地区の観光をアクティビティ中心に活性化していくため、三河湖の周遊道路を全線舗装化等
し、新たな観光事業を創出していく。また、周遊道路整備に合わせて、眺望の支障となる樹木の伐採
などの景観スポット整備を進めていく。
（地域振興部　下山支所、建設部　地域建設課）

・令和７年度は、下山地区の観光まちづくりを推進するしもやま観光戦略プランの第２期計画の策定
を予定しており、その中で、マラソン・ウオーキングイベントや、学校・企業等の夏合宿の誘致な
ど、三河湖の集客性を向上させる取組を市と地域（観光事業者等）の共働で検討していく。
（地域振興部　下山支所）

・道路修繕費／地域路面舗装修
繕費（８０百万円）
・道路修繕費／地域道路側溝修
繕費（１０百万円）
・道路防災対策費／地域道路防
災対策費（２０百万円）
・地域課題解決事業費／地域観
光交流費（１百万円）
・地域課題解決事業費／地域観
光交流費（８百万円）

33



通番 種別

地
区
No
.

要望事項 具体的内容 要望事項に対する対応
主な計画事業

（令和７年度当初予算）
その他参考事項

234 下山 下
山
地
区
3

通学困難者の定義の緩
和と対応

現在の通学困難者の定義では、山村地域
の実情にあっておらず、距離は、定義に
達していないものの高低差が多い事や、
歩道もなく危険な状況。なおかつ集団下
校もできず、保護者が送り迎えをしなけ
ればならない現状もあり、地域の実情に
合わせて現場を把握している校長や支所
などに権限を持たせてスクールバスなど
実情に合った運用ができやすいようにす
ることを要望する。

・通学困難者の通学距離の定義は、「義務教育諸学校等の施設費の国庫負担等に関する法律施行令」
に準じるものとなっているが、全市域を考慮して高低差など一律の基準を設けることは難しい状況に
あるため、実情を考慮した上で個別判断をしていく。
・少子化が更に進む中で通学団が少人数になってしまうなど、安全面の心配があることも含め課題と
して捉えていく。
（教育部　学校教育課）

・中学生通学困難者電動アシス
ト自転車購入補助金（１百万
円）

235 下山 下
山
地
区
4

地域バスの地域間の移
動

現在、下山地区には総合病院に行く交通
手段に乏しく、高齢者に足助病院や厚生
病院、トヨタ記念病院に乗り継ぎ無しで
行くのが困難な状況であるため、地域バ
スで足助病院に行けるように要望する。

・下山地区公共交通協議会で足助病院への直行バスや、足助地域バスとの連携について意見が出され
ている。現在の利用者や他の交通事業への影響を踏まえ、同協議会で協議・検討を進めていく。
（地域振興部　下山支所、都市整備部　交通政策課）

236 下山 下
山
地
区
5

市道、下山大官屋敷・
石坂線の拡幅

県道作手善夫大沼線において、大沼の街
中の道路が狭隘であるが、幹線道路であ
り交通量が多い。道路の拡幅や歩道整備
もできない道路事情から交通事故への危
険度も高い。そこで、街中お避けて迂回
する必要性があり、市道市下山大官屋
敷・石坂線の拡幅はすれ違いも、ままな
らない状況から生活道としても危険であ
り道幅の拡幅等の対策が必要であるため
車両、歩行者の安全確保の両面から必要
であるため、道路の拡幅を要望する。

・市道下山大官屋敷石坂線について、交通安全上の課題解決に向け地元と協議調整を行い、待避所等
を整備していく。
（建設部　地域建設課）

・市道改良費２（８６５百万
円）

237 旭 旭
地
区
1

笹戸温泉の再活性化 愛知県下最古の笹戸温泉は、以前５店舗
以上あった宿泊施設は現在では０店舗と
なり飲食店が１店舗と衰退化が進んでい
る。２０２６年に開催が予定されている
アジア競技大会のカヌー競技開催予定地
となっていることから、旭地区の玄関口
である笹戸地域の再活性化の取組がなさ
れることを要望する。また近年は他の温
泉地などで、廃業施設等への不法侵入や
不審火が発生していることもあり地域の
安全づくりは喫緊の課題であると考え
る。

・令和７年３月策定予定の観光実践計画２０２５－２０２９に基づき、観光資源の磨き上げや受入環
境の整備など、地域や関係機関と連携して必要な対応を検討していく。
（産業部　商業観光課）

・地域の安全づくりについて、笹戸自治区と情報を共有し、状況に応じて必要な対策を講じていく。
（地域振興部　旭支所）

・観光まちづくり推進費（１１
百万円）
・観光プロモーション費（８百
万円）
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238 旭 旭
地
区
2

定住対策の促進 旭地区の過疎化対策として、市営住宅を
山村活性化住宅として活用しやすくした
ことは、一定の効果があったと認識して
いる。地域で空き家バンクの発掘が困難
な状況にある中で、定住対策を進めて行
くためにも、土砂災害特別警戒区域の指
定に基づき使用制限されている杉本住宅
４戸の活用に向けた調査の実施を要望す
る。あわせて、新たな山村活性化住宅の
建設を要望する。

・土砂災害特別警戒区域（以下レッドゾーン）に指定された杉本住宅は、入居者の安全を最優先に募
集停止の措置を実施している。これらの住宅の活用については、レッドゾーンの指定情報を基に利活
用の可能性について判断していく。
・山村地域活性化住宅の新たな建設については現時点では予定していないが、入居者が地域コミュニ
ティに参加し、地域への定住につなげるまでを一つのパッケージとして地域や支所と協力して取り組
んでおり、引き続き既存の住宅を最大限活用する運用を行っていく。
（都市整備部　定住促進課、地域振興部　旭支所）

239 旭 旭
地
区
3

観光における旭高原元
気村の拠点化の推進

今年も世界ラリー選手権が開催される。
地域経済を活性化させるため、観光業等
の振興を図る必要がある。旭高原元気村
は、観光拠点施設として認知されている
が、施設が老朽化して利用者も減少傾向
にある。キャンプ施設の一部改修など利
用者増加の取組も行われているが、元気
村施設全体の老朽化は進行しており、施
設の再整備も含め、観光資源の活用によ
る更なる活性化を図ることを要望する。

・世界ラリー選手権開催により、国内外からの幅広い利用が想定されるため、旭高原自然活用村施設
の老朽化の状況と利用者ニーズを捉え、施設の再整備を推進する。また、花の里づくり計画に基づ
き、花の里の拠点化に向けた取組を実施することで、旭高原自然活用村の魅力を高め、地域経済の活
性化につなげていく。
（地域振興部　旭支所）

・旭高原自然活用村費／施設整
備費（６百万円）
・地域課題解決事業費／地域観
光交流費（５百万円）

240 旭 旭
地
区
4

県道豊田明智線小渡交
差点改良工事

小渡町は、旭地区の地域核として公共機
関・経済機能が集約された地域であり、
地域を縦断する県道豊田明智線は、地域
住民や通過車両にとっての主要道路とし
て利用されている。中でも小渡交差点
は、道路幅が狭くボルトネック形状と
なっており、歩道幅も狭いため、往来す
る車両と歩行者との距離が近い。現在、
ダムの残土運搬による大型車両の往来が
増加している。今後、浅谷トンネルの開
通による交通量の増加も懸念されるた
め、早急な対応が必要である。

・当該要望箇所は、人家が沿道両側に連担しており、交差点北側にあっては宅盤と道路に相当の高低
差がある状況となっていることから、道路拡幅事業を行うには地元負担を要するため、交通状況等を
踏まえながら、安全対策を含めた働き掛けを愛知県に行っていく。
（建設部　建設企画課）
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241 稲武 稲
武
地
区
1

稲武市街地から大井平
公園の一体整備

稲武地区の拠点施設道の駅「どんぐりの
里いなぶ」が令和４年７月にリニュアル
オープンし連日にぎわっている。稲武地
区では道の駅「どんぐりの里いなぶ」か
ら大井平公園までのエリアを線ではなく
面として一体整備する計画を持っていた
がまだまだ道半ばである。大井平公園で
はもみじまつり等のイベントもあり集客
ができるようになってきた。道の駅と大
井平公園の間には、宿場町の面影をのこ
す商店街、武田勝頼ゆかりの武節城址、
清流名倉川もあるが一体感がない。そこ
で連携する面整備を行い地域の一体感を
創出を要望する。

・地域課題解決事業で取り組んでいる城山整備事業を令和７年度から拡充し、武節城址の維持管理だ
けではなく、名倉川遊歩道、大井平公園などへの回遊性を高めていくための仕組みづくりを進めてい
く。
・また、回遊性の向上のため、道の駅からどんぐり工房への動線上に新たな通路（スロープ）を令和
７年度に整備する。
（地域振興部　稲武支所）

・地域課題解決事業費／地域観
光交流費（７百万円）
・稲武どんぐり工房費／施設整
備費（４５百万円）

242 稲武 稲
武
地
区
2

タカドヤ湿地の環境保
全

タカドヤ湿地を守る会の長年の整備によ
り、遊歩道が整備されもみじなどの樹木
も整備されてきた。湿地が整備されたた
め、特に秋のもみじの見物客が増えてき
ている。湿地の環境を保全するためにも
トイレが必要であると考えるが電気、水
道もない場所であるため環境負荷のかか
らないバイオトイレの設置を要望する。

・現状のタカドヤ湿地の来訪者は春季と秋季が中心であることから、通年でのトイレ設置の必要性は
低いと捉えている。
・そのため、日常の管理方法等を考慮しつつ、来訪者が多い時期に限定したトイレの設置など、地域
との共働による対策を検討していく。
（地域振興部　稲武支所）

243 稲武 稲
武
地
区
3

どんぐりバスのお買い
物バスとしての施行運
行

稲武地区では高齢化率が５３パーセント
を超えている。また、免許を返納する高
齢者も増えており、日々の買物にも不便
を感じている。
そこで、高齢者の買い物支援となるお買
い物バスの運行を検討いただきたい。
現在、定時定路線のバス以外にデマンド
バスが運行している。デマンドバスは高
齢者の家庭近くにもバス停が設けられて
いるが、事前に予約する必要があり、ま
だまだ、周知が進んでいない。高齢者の
病院需要とあわせて、地域内４路線にお
いて曜日ごとにデマンドバスを買物バス
として活用できれば高齢者の支援につな
がる。また、利用料も通常の２００円か
ら当初のキャンペーン期間は１００円で
運行し、利用に慣れていただく事も必要
である。これにより、買い物した荷物は
商工会で行っている配達便を利用するこ
ともでき、地域で高齢者の生活支援を推
進することにつながる。

・利便性の向上を図るため、デマンドバスの予約方法を利用日の『前日午後５時までに電話で予約』
から『当日利用する１時間前までに電話で予約』に見直し、令和４年８月から実施している。
・また、デマンドバスのバス停についても、自治区から設置等（廃止も含む。）要望があれば、随時
対応している。
・今後も引き続き、稲武地域生活交通利用促進委員会の意見を聴きながら、地域の実情に適した利便
性の高い地域バス運行及び利用促進に向けたＰＲに努めていく。
（地域振興部　稲武支所）

・地域活動推進費／稲武地域バ
ス運行費（５９百万円）
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通番 種別

地
区
No
.

要望事項 具体的内容 要望事項に対する対応
主な計画事業

（令和７年度当初予算）
その他参考事項

244 稲武 稲
武
地
区
4

養蚕製糸事業への支援 令和６年度末をもって「稲武地区養蚕・
製糸事業実行委員会」は発展的解消と
なったが、事業化にはまだまだ継続的な
支援が必要であるため今後の支援を要望
する。

・当該実行委員会の取組において、担い手の確保や産業化など一定の成果があったものの、担い手の
高齢化が著しいため、持続的な体制に至っていない。
・そのため、令和７年度からは担い手確保に特化した新たな実行委員会を立ち上げ、支援を実施す
る。
（地域振興部　稲武支所）

245 稲武 稲
武
地
区
5

稲武地区における学習
環境の確保

少子化が進む中、適正な学校規模の調
査・研究が進められているが、稲武地区
には小学校１校、中学校１校という学習
環境であるため、これ以上の統合は通学
距離・時間など負担増になるため、考え
にくい。児童生徒にとってより良い学習
環境を確保していくため、小中一貫校や
中学校の部活動の地域移行も併せ調査研
究をすすめ、児童生徒の意見を含め地域
の声を踏まえた取組を要望する。

・今後更なる児童生徒数の減少が想定されることから、こどもたちにとって望ましい教育環境を確保
できるように努めるとともに、本市における小中一貫校の導入についても検討していく。
・中学校の部活動については、地域の声を踏まえつつ地域移行を進めていく。
（教育部　教育政策課、学校教育課、生涯活躍部　スポーツ振興課、文化振興課）

37


